
　
今
、
私
た

ち
が
暮
ら
す

社
会
は
健
康

で
あ
る
こ
と

が
前
提
の
社
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
今
の
生
活
が
崩

れ
た
時
、
国
は
と
い
う
と
、

「
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
何
と
か

し
ろ
、
地
域
で
支
え
あ
え
。
ど

う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
ら
国

が
最
低
限
の
保
障
を
す
る
。
国

を
当
て
に
す
る
な
」。
私
た
ち

は
今
、
こ
の
間
違
っ
た
社
会
保

障
の
理
念
の
も
と
で
、
本
当
に

い
つ
崩
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
、
不
安
定
な
社
会
に
生
き
て

い
る
の
だ
▼
2
0
1
2
年
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
で
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
を
法
律
に

書
き
こ
ま
れ
、
14
年
医
療
介
護

総
合
確
保
法
で
は
「
互
助
」
を

復
活
さ
せ
、「
自
助
・
互
助
」

を
地
域
包
括
ケ
ア
の
受
け
皿
に

し
た
。
今
年
の
4
月
に
成
立
し

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

で
は
さ
ら
に
こ
の
考
え
を
強
化

し
た
。
こ
の
こ
と
を
国
が
明
言

し
た
の
が
「
地
域
共
生
社
会
」

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
論
理

で
あ
る
▼
地
域
共
生
社
会
。
言

葉
の
響
き
は
良
い
が
、
そ
の
中

に
「
公
的
な
支
援
」
と
い
う
言

葉
は
あ
っ
て
も
、「
社
会
保
障
」

と
い
う
言
葉
は
な
い
。
支
援
の

基
本
に
は
、
自
助
、
互
助
の
考

え
が
あ
り
、
や
は
り
「
助
け
て

あ
げ
る
」
で
あ
っ
て
、
保
障
で

は
な
い
。
こ
の
地
域
共
生
社
会

の
考
え
で
、
今
後
さ
ら
な
る
医

療
、
介
護
、
福
祉
の
制
度
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
く
▼
私
た
ち

は
こ
の
間
違
っ
た
社
会
保
障
の

理
念
を
覆
し
、
本
来
あ
る
べ
き

社
会
保
障
の
姿
に
戻
し
、
さ
ら

な
る
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
治
）

　
感
染
症
対
策
問

題
に
か
か
わ
る
医

療
安
全
の
向
上

に
、
協
会
は
、
医

療
安
全
対
策
部
を

中
心
に
議
論
を
深

め
、
よ
り
有
効
な
感
染
症
対
策

へ
の
提
言
・
報
知
を
行
う
べ
く

努
め
て
い
る
。

　
感
染
症
の
発
症
に
は
、Host-

parasite relationship

の
3

条
件
、
①
病
原
微
生
物
が
②
感

染
経
路
を
経
て
伝
播
し
③
感
受

性
の
あ
る
宿
主
に
感
染
す
る
こ

と
を
要
す
る
。
医
療
経
過
で
の

感
染
経
路
に
は
、
院
内
で
の
飛

沫
感
染
や
処
置
時
の
接
触
・
接

種
感
染
が
代
表
的
で
、
日
常
臨

床
で
は
、
特
に
後
者
を
含
む
医

療
処
置
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ

で
、
日
常
臨
床
上
で
汎
用
さ
れ

る
注
射
・
注
入
処
置
・
手
術
な

ど
や
そ
の
後
の
併
発
症
に
関
連

す
る
代
表
的
な
裁
判
事
例
を
検

討
し
、
裁
判
所
の
事
実
認
定
と

判
断
過
程
か
ら
、
感
染
症
発
症

等
の
責
任
の
所
在
や
再
発
防
止

に
資
す
る
注
意
義
務
の
あ
り
方

な
ど
を
分
析
し
、
日
常
診
療
等

で
の
留
意
点
を
抽
出
し
て
、
会

員
に
報
知
す
る
。

　
事
例
的
に
は
、
1
9
4
9
年

9
月
28
日
28
歳
男
Ｘ
が
、
Ｙ
医

師
に
心
臓
脚
気
と
診
断
さ
れ
、

Ｖ
ｉ
ｔ
Ｂ
1
剤
の
皮
下
注
射
治

療
を
開
始
さ
れ
、
数
回
目
に
、

右
上
腕
の
注
射
部
に
発
赤
腫

脹
・
化
膿
を
来
し
、
Ｙ
に
往
診

を
求
め
た
が
応
じ
ず
切
開
排
膿

も
成
功
せ
ず
、
他
院
で
切
開
さ

れ
排
膿
し
て
漸
次
回
復
し
た

が
、
右
上
肢
の
運
動
障
害
を
後

遺
し
、
重
労
働
が
不
能
で
翌
50

年
3
月
28
日
解
雇
さ
れ
た
。
Ｘ

は
、
看
護
師
か
ら
渡
さ
れ
た
未

消
毒
の
注
射
器
で
注
射
し
て
化

膿
を
生
じ
さ
せ
た
Ｙ
医
師
の
過

失
を
根
拠
に
金
50
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
提
訴
し
た
。
札
幌

地
裁
は
、
金
5
万
円
の
支
払
い

を
Ｙ
に
命
じ
た
。

　
Ｙ
は
控
訴
し
、
裁
判
所
は
、

（
1
）
注
射
液
の
不
良
か
、

（
2
）
注
射
器
の
消
毒
の
不
完

全
か
の
Ｙ
の
過
誤
に
よ
る
発
症

と
推
認
し
、
往
診
に
応
じ
ず
病

勢
を
進
行
さ
せ
た
と
し
て
、
5

万
円
の
支
払
い
を
維
持
し
て
控

訴
棄
却
し
た
（
札
幌
高
判
昭
和

29
・
12
・
9
）。

　
最
高
裁
は
、（
1
）
ま
た
は

（
2
）
の
い
ず
れ
か
の
過
誤
を

認
め
、
高
裁
の
判
断
を
支
持
し

て
上
告
を
棄
却
し
た
（
最
二
小

判
昭
和
32
・
5
・
10
）。

　
ア
ン
プ
ル
内
注
射
液
の
不
良

ま
で
医
師
の
責
任
と
で
き
る

か
、
過
失
認
定
に
い
ず
れ
か
で

の
発
症
と
の
推
認
で
十
分
か
の

疑
問
が
残
る
。

　
第
32
回
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
10
月
8
日
（
土
）

〜
9
日
（
日
）
名
古
屋
市
に
お

い
て
も
「
裁
判
事
例
か
ら
学
ぶ

感
染
症
で
の
医
療
安
全
対
策
・

注
射
処
置
を
中
心
に
」
を
京
都

協
会
か
ら
報
告
の
予
定
で
あ

り
、
他
の
演
題
を
含
め
、
関
心

あ
る
京
都
協
会
会
員
に
は
是
非

の
ご
参
集
を
お
勧
め
す
る
。

　
協
会
は
す
で
に
、
裁
判
事
例

に
学
ぶ
医
事
紛
争
の
防
止
⑰

「
患
者
・
医
療
従
事
者
間
で
の

感
染
防
御
の
対
策
を
」（
本
紙

2
8
7
5
号
、
2
0
1
3
年
11

月
20
日
発
行
）
等
を
報
知
し
た

が
、
各
科
専
門
医
に
は
、
医
療

安
全
、
医
療
倫
理
の
み
な
ら
ず

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
細
分

化
さ
れ
た
知
識
・
技
能
・
態
度

が
求
め
ら
れ
て
お
り
（
日
本
専

門
医
機
構
『
専
門
医
制
度
新
整

備
指
針
』2
0
1
6
年
12
月
）、

次
号
よ
り
さ
ら
に
、
関
連
訴
訟

事
例
を
検
討
し
て
連
載
の
予
定

で
あ
り
、是
非
ご
講
読
下
さ
い
。

よ
り
よ
い
感
染
症
対
策
・
診
断
・
治
療
を
！

　
協
会
は
8
月
2
日
、
3
日
と
連
続
し
て
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
が
行
う
厚
生

労
働
省
交
渉
に
参
加
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
2
0
1
8
年
度
改
定
に
向
け
た
医
科
診
療
報
酬

点
数
表
の
改
善
を
求
め
る
要
請
」
と
「
指
導
、
監
査
、
適
時
調
査
に
関
す
る
改
善
要
請
」
で
あ

る
。
2
日
に
は
吉
河
正
人
保
険
部
会
理
事
と
担
当
事
務
局
1
人
が
、
3
日
に
は
担
当
事
務
局
1

人
が
参
加
し
、
改
善
を
訴
え
た
。

　
8
月
2
日
の
交
渉
で
は
、
厚

労
省
か
ら
保
険
局
医
療
課
の
加

藤
・
吉
川
課
長
補
佐
が
対
応
。

　
京
都
協
会
事
務
局
か
ら
「
在

宅
医
療
点
数
に
関
す
る
実
態
調

査
結
果
」（
関
連
4
面
）
を
説

明
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
吉
河
理

事
か
ら
複
数
医
療
機
関
に
よ
る

訪
問
診
療
料
の
算
定
、
8
3
3

点
へ
の
一
本
化
、
一
物
多
価
と

な
っ
て
い
る
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
、
施
設
入
居
時
等
医
学

総
合
管
理
料
を
在
医
総
管
の
単

一
建
物
1
人
の
点
数
へ
一
本
化

者
を
診
療
す
る
場
合
に
訪
問
診

療
料
の
算
定
を
認
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
中
医
協
で
す
で
に

議
論
が
始
ま
っ
て
お
り
、
何
ら

か
の
形
で
次
回
改
定
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
。（
在
医
総
管・

施
設
総
管
に
つ
い
て
）
金
額
的

影
響
が
大
き
い
。
ト
ー
タ
ル
で

今
後
と
も
見
直
し
が
進
ん
で
い

く
と
思
う
の
で
、
ご
意
見
も
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

（
単
一
建
物
居
住
者
の
取
扱
い

に
つ
い
て
）
難
し
い
問
題
だ
。

施
設
に
偏
っ
た
在
宅
推
進
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
個
人
宅
の
密
度
が
低
い
地

域
で
の
医
師
の
収
入
も
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斡
旋
業

が
入
っ
て
も
不
適
切
だ
。
ど
の

水
準
が
適
切
な
の
か
、
差
を
設

け
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な
差
が

適
切
な
の
か
、
一
律
幾
ら
と
し

た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
、
そ
の
辺
り
も
考
え

な
が
ら
、
皆
様
の
納
得
を
得
や

す
い
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
協
会
か
ら
、
投

薬
の
部
に
お
い
て
分
包
機
に
よ

る
一
包
化
の
評
価
の
新
設
を
求

め
た
。
吉
河
理
事
か
ら
「
府
北

部
で
は
診
療
圏
内
に
調
剤
薬
局

が
な
く
、
院
内
調
剤
を
や
ら
ざ

る
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

病
院
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
が

持
参
し
た
薬
剤
も
含
め
、
分
包

し
な
い
と
高
齢
者
の
服
薬
管
理

は
で
き
な
い
が
、
医

科
点
数
表
に
は
こ
の

評
価
が
な
い
。
地
域

包
括
診
療
加
算
に
よ

り
、
主
治
医
に
よ
る

服
薬
管
理
が
評
価
さ

れ
、
主
治
医
は
原
則

院
内
調
剤
が
求
め
ら

れ
る
が
、
現
場
の
医

師
と
し
て
分
包
の
評

価
が
な
い
の
は
お
か

し
い
と
考
え
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は
実

態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
保
団
連
役
員
、
吉
河
理
事

か
ら
実
態
を
説
明
し
て
、
理
解

を
求
め
た
。

す
る
こ
と
等
を
訴

え
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て

厚
労
省
は
「（
訪

問
診
療
料
に
つ
い

て
）
現
状
の
点
数

体
系
が
最
適
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

よ
り
皆
様
が
納
得

で
き
る
よ
う
な
方

法
を
考
え
て
い
き

た
い
。
複
数
の
専

門
医
が
1
人
の
患

　
8
月
3
日
の
交
渉
で
は
、
厚

労
省
か
ら
保
険
局
医
療
課
医
療

指
導
監
査
室
の
早
坂
・
谷
口
室

長
補
佐
、
與
坂
・
半
間
医
療
指

導
監
査
官
が
対
応
し
た
。

　
保
団
連
か
ら
の
改
善
要
望

は
、
①
高
点
数
を
選
定
基
準
と

す
る
集
団
的
個
別
指
導
は
廃
止

す
る
こ
と
②
高
点
数
を
理
由
と

し
た
個
別
指
導
の
医
療
機
関
選

定
を
止
め
る
こ
と
③
個
別
指
導

の
「
中
断
」
は
行
政
と
被
指
導

者
の
双
方
が
納
得
で
き
る
合
理

的
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
行

わ
な
い
こ
と
④
自
主
返
還
の
強

要
は
行
わ
な
い
こ
と
⑤
適
時
調

査
の
結
果
に
よ
る
自
主
返
還
は

過
去
1
年
間
に
限
定
す
る
こ
と

（
現
在
は
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
期
間
で
あ
る
最
長
過
去
5

年
間
）―
な
ど
、多
岐
に
渡
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
厚
労
省
側
の

回
答
は
ほ
と
ん
ど
「
ご
意
見
、

ご
要
望
と
し
て
受
け
た
ま
わ

る
」
と
い
う
も
の
で
、
具
体
的

な
改
善
の
道
筋
は
付
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
指
導
、
監

査
に
お
け
る
問
題
点
は
、
繰
り

返
し
要
請
を
重
ね
る
こ
と
で
少

し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
た
、
と

い
う
実
態
が
あ
る
（
例
え
ば
指

導
日
の
連
絡
、
選
定
患
者
の
事

前
連
絡
が
早
ま
る
、
持
参
物
が

減
る
な
ど
）。
保
団
連
を
通
じ

粘
り
強
く
改
善
要
請
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
京
都
協
会
か
ら
近

畿
厚
生
局
お
よ
び
同
京
都
事
務

所
に
対
し
て
独
自
の
改
善
要
請

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
両
日
の
概
要
は
「
全

国
保
険
医
新
聞
」
2
7
2
6
・

2
7
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

実
態
調
査
を
踏
ま
え
訪
問
診
療
、

在
医
総
管
の
改
善
を
訴
え
る

医
療
課
に
要
請
す

る
吉
河
理
事
（
右

か
ら
5
人
目
）

粘
り
強
く
要
請
す
る
こ
と
で

少
し
ず
つ
で
も
改
善
を

厚 労 省 交 渉

次回点数改定と
行政指導の改善求める

指
導
監
査
室
（
左
）

に
要
請
す
る
保
団
連
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文
書
料
で
実
態
調
査�

（
2
面
）

審
査
委
員
が
改
選�

（
2
面
）

政
策
解
説
・
医
療
構
想
視
野
に
医
療
計
画�

（
5
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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任
期
満
了
に
伴
う
支
払
基

金
・
国
保
連
合
会
両
審
査
委
員
会
の
審
査
委
員
の
委
嘱
が
、
6

月
1
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

た
。
委
嘱
さ
れ
た
医
科
の
審
査

委
員
は
表
の
通
り
で
、
基
金
は

86
人
、
国
保
は
79
人
。

　
基
金
の
審
査
委
員
会
委
員
長

は
引
き
続
き
垣
内
孟
氏
（
再
・

内
科
）
が
、
副
委
員
長
に
西
村

秀
夫
氏
（
再
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

が
選
出
さ
れ
た
。

　
国
保
の
審
査
委
員
会
会
長
は

中
島
悦
郎
氏（
新
・
内
科
）が
、

副
会
長
に
は
坂
部
秀
文
氏

（
再
・
外
科
）、
山
下
直
己
氏

（
新
・
内
科
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
両
審
査
委
員
の
任
期
は
、
い

ず
れ
も
19
年
5
月
31
日
ま
で
の

2
年
間
。

　
保
険
診
療
と
は
別
に
、
実
費

徴
収
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

の
一
つ
に
文
書
料
が
あ
る
。
保

険
給
付
上
必
要
な
も
の
（
療
養

費
支
給
申
請
の
た
め
の
診
療
明

細
書
、
治
療
用
装
具
の
証
明
書

等
）
や
診
療
報
酬
で
評
価
さ
れ

て
い
る
も
の
（
傷
病
手
当
金
意

見
書
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
同

意
書
）
を
除
い
て
、
実
費
徴
収

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
金
額
に
つ
い
て
は
特
に
定

め
が
な
く
、
金
額
設
定
は
各
医

療
機
関
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
各
医
療
機
関
に
お
け
る
各

種
文
書
料
の
料
金
（
消
費
税

別
）
を
尋
ね
、
そ
の
実
態
を
調

査
し
た
。
2
0
1
2
年
に
一
度

同
趣
旨
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
5
年
を
経
過
し

た
こ
と
で
あ
ら
た
め
て
実
施
し

て
い
る
。

　
棒
グ
ラ
フ
右
の
数
字
は
回
答

数
。
縦
軸
の
単
位
は
円
。
金
額

に
幅
が
あ
る
回
答
に
つ
い
て

は
、
便
宜
的
に
そ
の
中
央
値
を

代
表
値
と
し
て
集
計
し
て
い
る

（
例
：
2
0
0
0
円
〜
3
0
0

0
円
↓
2
5
0
0
円
と
し
て
集

計
）。

　
な
お
、
療
養
担
当
規
則
に
お

い
て
、
保
険
外
負
担
を
徴
収
す

る
場
合
は
受
付
窓
口
、
待
合
室

等
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
お
よ
び

料
金
を
分
か
り
や
す
く
掲
示
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
各

種
文
書
料
に
つ
い
て
も
院
内
掲

示
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
確

認
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
紙
に
お
い
て
は
、
回
答
者

の
う
ち
半
数
以
上
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
項
目
の
み
を
概
要
と
し

て
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
項
目
を
含
ん
だ
全
体
版
は
本

紙
付
録
の
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

9
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

基
金
審
査
委
員
長
に
垣
内
　
孟 

氏

国
保
審
査
会
長
は
中
島
悦
郎 

氏

審
査
委
員
が
改
選

専門科 診療担当者代表 保険者代表 学識経験者

支
　
払
　
基
　
金

内 科 安達　秀樹 江村　正仁 井本　雅美
稲掛　英男 小林　正夫 大藪　　博
馬本　郁男 佐藤　克明 長村　吉朗
沖　　映希 田上　哲也 ◎垣内　　孟
角水　正道 長谷川剛二 久米　典昭
北川　　靖 林　　英夫 佐々木義行
林　　理之 廣瀨　亮平 田代　　博
政　孝明 三尾　直士 谷村　仲一

若林　正之 山下　浩平 古川　啓三
出木谷　寛 吉田　　章 山内　　知

☆杉山　　博 吉田　憲正 余みんてつ
吉波　尚美 横江　信義

☆辻　　　光
☆藤田　祝子

精 神 科 東前　隆司
☆三木　秀樹

小 児 科 安野　哲也 木﨑　善郎 天満　真二
若園　吉裕

外 科 濱島　高志 天谷　文昌 竹中　　
古家　敬三 池田　　義 能見伸八郎
峯松　壮平 糸井　啓純 野見山世司
水谷　　均 神田　圭一 福州　　修
山木　垂水 南都　昌孝
曽我部俊大 矢部　正治
☆嶋田　　裕 大和　俊夫

整 形 外 科 小室　　元 日下部虎夫 岩田　啓史
鈴木　雅清 髙田　秀彰 中嶋　　毅

吉岡　慎二 菱本　　修
皮 膚 科 谷岡　未樹 松木　正人
泌 尿 器 科 野々村光生

☆今田　直樹
産 婦 人 科 井田　憲司 堀江　克行 山下　　元

井上　卓也
大坪　一夫

眼 科 久山　　元 岩見　達也
原山　憲治
松本　康宏

耳鼻咽喉科 牛嶋　千久 出島　健司 児嶋　久剛
○西村　秀夫

専門科 保険医代表 保険者代表 公益代表

国
　
保
　
連
　
合
　
会

内 科 鈴鹿　隆之 馬場　満男 ◎中島　悦郎
小野　晋司 中嶋　俊彰 小川　　直
神田益太郎 島崎　千尋 小西　正昭
長坂　行雄 河野　義雄 畑　　雅之
松原　欣也 安田健治朗 藤村　　聡
澤　　美彦 北村　　誠 ○山下　直己
山本　康正 勝島　慎二 松本　恒司
川上　　明 原　　　洋 西村俊一郎

☆三木　真司 小林　　裕 牧山　　武
☆南　　祐仁 正木　元子 関　　　透

☆中村　直登 浅野　麻衣
☆赤尾　昌治 谷口　洋子
☆小暮　彰典 滝　　智彦

十倉　孝臣
☆白山　武司
☆増井　　明

精 神 科 中嶋　章作 南部　知幸
小 児 科 川勝　秀一

栗山　政憲
外 科 武内　俊史 柴垣　一夫 垣田　清人

北浦　一弘 齋藤　信雄 ○坂部　秀文
土屋　宣之 髙橋　章之 角山　正博
薄井　裕治 山本　栄司
野原　丈裕 中原　功策
田村　耕一 前田　武昌

整 形 外 科 藤田　隆生 田中　千晶 内田　寛治
岩下　靖史 奥田　良樹

☆廣嶋　芳城 玉井　和夫
皮 膚 科 小西　啓介

松井　美萌
泌 尿 器 科 飛田　収一 北村　浩二

☆橋本　哲也 ☆家原　典之

産 婦 人 科 岩破　一博
濵西　潤三

眼 科 西嶋　一晃 溝部　惠子 佐々本研二
☆山崎　俊秀

耳鼻咽喉科 村上　匡孝 髙木　伸夫

◎基金委員長、国保会長　○基金副委員長、国保副会長　☆新任審査委員（順不同・敬称略、基金・国保とも歯科・調剤審査委員を除く、2017年 6 月１日
現在。基金・国保からの情報提供および京都医報2017年 7 月１日号を元に作成）

診断書料（受診中・検査料等含まない）

平均値 2,415円　中央値 2,500円
最小値　750円　最大値 6,000円

0 5 10 15 20 25 30 35

～2,000 24
30

2
1

～3,000
～4,000
それ以上

平均値 3,067円　中央値 3,000円
最小値 1,000円　最大値 5,600円

診断書料（初診料を含む・検査料等含まない）

0 2 4 6 8 10 12 14 16

～2,000 10
15

5
9

～3,000
～4,000
それ以上

平均値 4,186円　中央値   4,000円
最小値 1,800円　最大値 18,000円

保険会社等の指定する診断書・証明書

0 5 10 15 20 25

～3,000 21
11

3
18

～4,000
～5,000
それ以上

平均値 4,417円　中央値   4,600円
最小値        0円　最大値 10,000円

面談料

0 5 10 15 20 25

～3,000 8
3

2
23

～4,000
～5,000
それ以上

平均値 4,453円　中央値 5,000円
最小値 2,500円　最大値 7,500円

照会文回答

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

～3,000 8
5

2
17

～4,000
～5,000
それ以上

死亡診断書（１通目）

平均値 4,537円　中央値   4,000円
最小値        0円　最大値 17,000円

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

～3,000 8
15

2
16

～4,000
～5,000
それ以上

勤務医のための講習会

新規開業予定者のための講習会

日　時 11月19日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容 ①開業準備の勘所
  ～各ステージにおけるポイント～
  日本光電工業株式会社
   コンサルタント　米澤 正範 氏
 ② 新規開業時における院内システムの

選定の注意点
  株式会社メディカルＪＳＰ
   営業部　部長　森金　 暁 氏
 ③先輩開業医からのアドバイス
  医療法人仙翁会 太秦天神川駅前
  いまい皮ふ科クリニック 院長　今井　 慎 氏
 ④ 地区医師会への入会・保険医協会の

共済制度について
参加費 会員および当日ご入会の方：無料
 非会員：5,500円
　※ 参加者には、開業に役立つ『新規開業医の手引き』（保団連

発行）を進呈。当日の入会も可。

日　時 11月19日（日）午後２時～３時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容 勤務医のための医療安全対策
 ～傾向と対策～
講　師 京都府保険医協会
 医療事故案件調査委員
 整形外科医　名倉 良一
参加費 会員および当日ご入会の方：無料
 非会員：3,500円

要申込

要申込

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 2 5 日第 3 0 1 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

代
議
員
・
予
備
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
102

回
答
数
＝
63
（
内
訳　

無
床
診
療
所
＝
55
、
有
床
診
療
所
＝
0
、
病
院
＝
6
、
不
明
＝
2
）

回
答
率
＝
35
・
4
％　

調
査
実
施
＝
2
0
1
7
年
6
月
22
日

「
各
種
文
書
料
に
つ
い
て
」（
概
要
）



女
性
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
と
甲
状
腺
機
能
異
常

臨
床
現
場
で
の
実
践
的
知
識
を
学
ぶ

産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
第
49
回
産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
を
、
8
月
5
日
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
田

村
秀
子
京
都
産
婦
人
科
医
会
会
長
、
協
会
の
垣
田
さ
ち
子
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、

山
下
元
支
払
基
金
京
都
支
部
審
査
委
員
が
、「
保
険
請
求
の
留
意
事
項
と
最
近
の
審
査
事
情
」

に
つ
い
て
解
説
。
次
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
の
内
分
泌
・
代

謝
内
科
診
療
部
長
の
田
上
哲
也
氏
が
「
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
甲
状
腺
機
能
異
常
」
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
た
。
以
下
、
講
演
内
容
を
記
載
す
る
。

　
講
演
は
、
甲
状
腺
の
部
位
や

疾
患
の
大
ま
か
な
分
類
（
機
能

と
形
態
の
異
常
）
や
甲
状
腺
疾

患
の
統
計
上
の
頻
度
、
更
年
期

と
紛
ら
わ
し
い
自
覚
症
状
、
機

能
異
常
の
診
断（
Fre
e
T
4

と
T
S
H
の
測
定
）、
甲
状
腺

中
毒
症
が
バ
セ
ド
ウ
病
と
は
限

ら
な
い
こ
と
、
橋
本
病
が
必
ず

し
も
治
療
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
な
ど
の
基
礎
的
知
識
の
確
認

に
始
ま
り
、
妊
娠
可
能
年
齢
女

性
の
甲
状
腺
の
管
理
か
ら
妊
娠

中・授
乳
中
の
診
断
・治
療・管

理
や
胎
児
へ
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
妊
娠
中
の
甲
状
腺
機
能
の
評

価
は
T
S
H
を
指
標
と
し
、

そ
の
基
準
値
は
3
半
期
ご
と
に

設
定
さ
れ
る
。
不
妊
女
性
に

潜
在
性
甲
状
腺
機
能
低
下
症

の
頻
度
が
高
く
、
特
に

T
P
O
抗
体
陽
性
例
に
は

25
〜
50
㎍
量
の
L
T
4
治

療
に
よ
り
、
T
S
H
を
第
1

三
半
期
の
上
限（
2
・
5
〜

3
・
5 

μℓ
／
ml
）以
下
に
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
ま
た
、

抗
体
が
陰
性
で
あ
っ
て
も
、
妊

娠
経
過
中
の
甲
状
腺
機
能
異
常

が
さ
ま
ざ
ま
な
妊
娠
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
た
め
、
適
切
な
管

理
下
で
よ
り
安
全
な
妊
娠
・
出

産
が
可
能
に
な
る
。
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
治
療
は
治
療
後
4
〜
6

カ
月
の
避
妊
期
間
が
必
要
で
あ

る
が
、
妊
娠
希
望
女
性
に
と
っ

て
も
安
全
な
治
療
で
あ
る
。
治

療
前
に
は
1
〜
2
週
間
の
ヨ
ウ

素
制
限
が
必
要
で
あ
り
治
療
に

よ
っ
て
一
時
的
に
血
中
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
が
上
昇
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
で
き
れ
ば
事
前
に
甲

状
腺
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
お
く
ほ
う
が
安
全
で
あ
る
。

妊
娠
中
の
バ
セ
ド
ウ
病
の
治
療

は
、
将
来
的
に
バ
セ
ド
ウ
病
に

な
る
可
能
性
が
5
〜
10
倍
高
い

胎
児
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で

あ
る
。
産
後
バ
セ
ド
ウ
病
は
リ

バ
ウ
ン
ド
し
、
メ
ル
カ
ゾ
ー
ル

1
日
2
〜
4
錠
、
プ
ロ
パ
ジ
ー

ル
1
日
6
〜
9
錠
な
ら
授
乳
も

可
能
で
あ
る
。
な
ど
、
臨
床
現

場
で
非
常
に
役
立
つ
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。

　
甲
状
腺
疾
患
は
女
性
に
多

く
、
厚
労
省
2
0
1
4
年
度
患

者
調
査
で
は
女
性
は
男
性
の

5
・
3
倍
で
あ
る
。

　
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
、
妊
娠

の
成
立
・
維
持
、
胎
児
の
発

育
・
発
達
に
重
要
な
役
割
を
担

う
と
同
時
に
妊
娠
中
の
母
体
の

甲
状
腺
機
能
は
生
理
的
に
も
大

き
く
変
化
す
る
。
ま
た
、
胎
児

を
含
め
出
産
後
の
経
過
に
も
影

響
す
る
た
め
、
適
切
な
管
理
が

合
併
症
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め

に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
十
分
な
甲
状
腺
の
基
礎
知
識

か
ら
そ
の
影
響
や
治
療
へ
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。

　
以
上
、
妊
娠
可
能
年
齢
の
女

性
の
診
療
に
携
わ
る
機
会
の
多

い
我
々
産
婦
人
科
医
に
と
っ
て

臨
床
現
場
に
お
け
る
実
践
的
な

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
、

非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
す
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 

（
右
京
・
河
野 

洋
子
）

３歳以降の子たちの受難実態も報告

　
「
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度

を
国
と
自
治
体
に
求
め
る
京
都

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
：
子
ど

　
日
本
医
師
会
の
「
医
師
の
団

体
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
＝
本
庶
佑
・
京
都
大

名
誉
教
授
）
は
4
つ
の
提
言
を

取
り
ま
と
め
、
4
月
12
日
に
公

表
し
た
。

　
提
言
は
、
▽
自
主
的
・
自
律

的
に
「
何
ら
か
の
適
切
な
仕
組

み
」
を
作
り
、
医
師
偏
在
の
解

消
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
▽
「
何
ら
か
の
適
切
な
仕
組

み
」
を
作
り
、
運
営
し
て
い
く

た
め
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
医

師
全
員
が
加
盟
す
る
団
体
が
必

期
総
会
出
席
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。
回
答
数
は
88
人

（
回
答
率
87
％
）。

　
今
回
の
日
医
提
言
の
認
知
度

に
つ
い
て
は
、「
知
ら
な
い
」

が
59
％
で
、「
知
っ
て
る
」
41

％
を
上
回
っ
た
（
図
1
）。

　
日
医
の
い
う
全
員
加
盟
の
医

師
団
体
に
つ
い
て
、「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
評
価
」
が
39
％
と

最
も
高
く
、「
評
価
」
の
8
％

と
合
わ
せ
る
と
47
％
と
な
っ

た
。
一
方
で
「
評
価
し
な
い
」

の
22
％
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
評
価
し
な
い
」
13
％
を
合
わ

せ
る
と
35
％
と
な
り
、「
評
価
」

が
上
回
っ
た
（
図
2
）。

　
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研

修
制
度
を
診
療
報
酬
と
リ
ン
ク

さ
せ
る
べ
き
と
思
う
か
の
質
問

に
対
し
て
は
、「
思
わ
な
い
」

が
59
％
、「
思
う
」
が
11
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が

18
％
（
図
3
）。

　
将
来
的
に
全
員
加
盟
の
医
師

団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
と
保

険
診
療
で
き
な
く
な
る
と
し
た

ら
ど
う
思
う
か
に
つ
い
て
は
、

「
反
対
」
が
59
％
、「
賛
成
」
が

9
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」が
23
％
で
あ
っ
た（
図
4
）。

　
全
員
加
盟
の
医
師
団
体
に
つ

い
て
は
半
数
近
く
が
「
評
価
」

し
た
が
、
日
医
か
か
り
つ
け
医

機
能
研
修
制
度
と
診
療
報
酬
の

リ
ン
ク
や
団
体
加
入
と
保
険
診

療
と
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て
6
割

が
否
定
的
で
、
肯
定
的
な
の
は

1
割
に
と
ど
ま
る
と
い
う
相
反

す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
か

ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
診
療
報

酬
な
ど
の
交
渉
力
に
お
い
て
強

い
団
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
が
あ
る
一
方
で
、
日
医
と

い
え
ど
も
規
制
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
を
嫌
う
表
れ
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

子ども医療京都ネットが再始動

も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
）」
が
8

月
31
日
、
代
表
者
会
議
を
開
き

13
年
ぶ
り
に
活
動
を
再
開
し

た
。
子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻
化

す
る
な
か
、
国
に
よ
る
自
治
体

助
成
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
就
学

前
ま
で
の
助
成
に
限
っ
て
2
0

1
8
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
る

が
、
依
然
改
善
さ
れ
な

い
制
度
改
善
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
乳

幼
児
医
療
京
都
ネ
ッ
ト

（
旧
称
）の
運
動
が
あ

り
、
府
制
度
は
03
年
に

就
学
前
ま
で
対
象
を
広

げ
、
当
初
3
歳
以
上
通

院
は
月
8
0
0
0
円
超

額
の
償
還
払
い
だ
っ
た

が
、
07
年
に
3
0
0
0

円
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
15
年
に
対
象
が
中

学
生
に
広
げ
ら
れ
た

が
、
3
0
0
0
円
の
負

担
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。
特
に
就

学
前
の
子
ど
も
は
大
事
な
時
期

で
あ
る
の
で
、
京
都
市
と
京
都

府
に
は
強
く
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
垣
田
さ
ち

子
代
表
（
保
険
医
協
会
理
事

長
）
は
、
京
都
は
出
生
率
が
東

京
に
次
い
で
低
い
こ
と
を
あ

げ
、
次
世
代
を
皆
で
育
て
る
温

か
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
市
民
全

体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
貧
困
と
受
診
抑
制
の
実
態
に

つ
い
て
、
尾
崎
望
医
師
（
か
ど

の
三
条
子
ど
も
診
療
所
所
長
）

と
池
添
素
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福

祉
広
場
）
が
報
告
。

　
尾
崎
氏
は
、
自
身
の
診
療
圏

の
生
活
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し

い
地
域
で
は
な
い
が
、
3
歳
以

降
の
子
ど
も
た
ち
の
受
難
は
稀

で
な
い
と
実
例
を
あ
げ
た
。
一

つ
は
喘
息
の
重
い
発
作
で
総
合

病
院
受
診
を
促
す
も
、
窓
口
負

担
が
さ
ら
に
か
か
る
こ
と
か
ら

「
こ
こ
で
治
療
を
」
と
希
望
す

る
例
。
一
つ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
兄
弟
に
希
望
す

る
も
、
2
歳
の
子
な
ら
治
療
負

担
は
2
0
0
円
で
す
む
こ
と
か

ら
「
上
の
子
だ
け
」
と
す
る

例
、
な
ど
。
格
差
と
貧
困
の
拡

大
の
下
で
、
地
域
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
た

め
に
も
医
療
費
無
料
化
は
喫
緊

の
課
題
だ
と
し
た
。

　
池
添
氏
は
、
障
害
の
あ
る
子

の
実
情
に
つ
い
て
報
告
。
療
育

と
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
子
た

ち
は
医
療
費
以
外
で
も
リ
ハ
ビ

リ
や
補
装
具
な
ど
た
く
さ
ん
お

金
が
か
か
る
の
で
、
せ
め
て
医

療
費
は
無
料
に
、
が
願
い
だ
と

訴
え
た
。

　
京
都
市
内
の
実
態
の
聞
き
取

り
で
は
、
貧
困
世
帯
の
多
い
地

域
の
保
育
の
現
場
か
ら
、
▽

虫
歯
が
10
本
以
上
あ
る
口
腔

崩
壊
の
子
の
親
は「（
歯
科
が

無
料
に
な
る
）
小
学
生
ま
で

待
っ
て
る
」
▽
月
を
ま
た
ぎ

そ
う
な
と
き
は
2
0
0
円
を

2
回
払
う
こ
と
に
な
る
の

で
、す
ぐ
に
受
診
せ
ず「
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
待
つ
」▽
公
費
と
な
っ

て
い
な
い
予
防
接
種
は
受
け
て

い
な
い
子
の
方
が
多
い
―
な
ど

切
実
な
実
態
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
意
見
交
換
の
中
で
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援

事
業
や
子
ど
も
の
在
宅
医
療
な

ど
の
不
十
分
さ
も
指
摘
さ
れ
た
。

　
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
は
、

①
受
診
抑
制
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
②
京
都
府
・
京
都
市
に

向
け
た
要
請
署
名
の
取
り
組
み

③
署
名
ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催

（
①
の
結
果
を
公
表
、
日
程
調

整
中
）
―
を
提
起
し
た
。

要
▽
医
師
の
地
域
偏
在
解
消
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
の
医
療
事

情
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
国
民
や
若
い
医
師
ら
と
も

討
議
し
、
都
道
府
県
を
単
位
と

す
る
仕
組
み
の
構
築
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
▽
日
医
は
診
療

科
偏
在
解
消
に
向
け
、
日
本
専

門
医
機
構
が
適
切
な
専
門
医
制

度
を
運
営
す
る
よ
う
、
さ
ら
に

関
与
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
―
の
4
つ
。

　
つ
ま
り
、
国
に
よ
る
医
師
偏

在
解
消
を
名
目
と
し
た
強
制
配

置
を
避
け
る
に
は
、
職
業
選
択

の
自
由
の
下
、
医
師
が
自
由
に

診
療
科
や
診
療
場
所
を
選
べ
る

こ
と
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
自
ら
が
事

実
上
の
「
適
正
配
置
」
に
乗
り

出
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
全
員
加
盟
の
医
師
団
体
を
つ

く
る
べ
き
、
と
い
う
こ
と
。
一

つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
法
律

に
基
づ
い
て
全
員
加
盟
の
形
に

な
っ
て
い
る
日
本
弁
護
士
連
合

会
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
日
医
は
、「
日
医
か
か

り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
」
を

昨
年
4
月
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
充

実
・
強
化
す
る
こ
と
に
主
眼
を

置
い
た
研
修
制
度
と
し
て
創
設

し
た
と
し
て
い
る
。
次
期
の
診

療
報
酬
改
定
で
も
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
診
療
報
酬
上
で
ど

う
評
価
す
る
か
が
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
が
、
将
来
的
に
こ
の

研
修
制
度
が
診

療
報
酬
に
よ
る

評
価
に
結
び
付

い
た
場
合
は
、

日
医
に
加
盟
し

て
い
な
け
れ
ば

関
連
点
数
を
算

定
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な

一
連
の
日
医
の

動
き
に
つ
い

て
、
7
月
30
日

に
開
催
し
た
保

険
医
協
会
の
定

講
師
の
田
上
氏

無
料
化
を
訴
え
る
尾
崎
氏

ネ
ッ
ト
再
開
で
あ
い
さ
つ
す
る
垣
田
代
表

図１ 日医が全員加盟の医師団体を提言していることについて

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

知らない  59％知っている  41％

図２ 日医のいう全員加盟の医師団体をどう思うか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

評価する  8％
どちらかというと評価  39％

どちらかというと評価しない  13％
評価しない 22％ わからない 19％

図３ 日医かかりつけ医機能研修制度と診療報酬のリンクさせるべきか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

思わない  59％
どちらともいえない 18％ わからない 11％

思う11％

図４ 全員加盟の医師団体と保険診療との将来的なリンク

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

その他
 2％

反対  59％
賛成  9％ わからない  7％

どちらともいえない 23％

全
加
盟
医
師
団
体
提
言
を
ど
う
考
え
る
か

総会アンケート 

日
医
へ
の
期
待
の
一
方
で

規
制
的
手
法
に
は
否
定
的
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主
た
る
標
榜
科
目
は
「
内
科

系
」
が
68
・
2
％
、「
外
科
系
」

が
12
・
1
％
、「
内
科
系
・
外

科
系
と
も
」
が
18
・
7
％
。
所

在
す
る
二
次
医
療
圏
は
、「
京

都
・
乙
訓
」
が
61
・
7
％
、

「
山
城
北
」
が
14
・
0
％
、「
中

丹
」
が
13
・
1
％
、「
山
城
南
」

が
5
・
6
％
、「
南
丹
」が
2
・

8
％
、「
丹
後
」
が
1
・
9
％
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高齢の入居者が多い
団地が近隣にある
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②
同
一
建
物
で
1
人
に
算
定

し
て
い
た
の
は
96
医
療
機
関

（
89
・
7
％
）、
患
者
数
は
2
4

0
4
人
（
図
1
）。

　
③
同
一
建
物
で
複
数
人
に
算

定
し
て
い
た
の
は
51
医
療
機
関

（
47
・
7
％
）、
患
者
数
1
3
8

3
人（
図
2
）。
算
定
患
者
数
に

占
め
る
同
一
建
物
複
数
人
の
算

定
割
合
は
36
・
5
％
。

　
④
訪
問
診
療
回
数
を
ど
う
思

う
か
は
、「
適
当
数
」
が
48
・

6
％
、「
や
や
少
な
い
」「
少
な

い
」
が
29
・
9
％
（
図
3
）。

　
⑤
今
後
、
1
日
当
た
り
の
訪

問
診
療
の
件
数
を
増
や
す
こ
と

が
可
能
か
に
つ
い
て
は
、「
少

し
余
裕
あ
り
」「
ま
だ
余
裕
あ

り
」
が
71
％
（
図
4
）。

　
⑥
訪
問
診
療
料
の
算
定
が
1

医
療
機
関
に
制
限
さ
れ
る
取
扱

い
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」

が
82
・
2
％
（
図
5
）。

　
⑦
専
門
科
の
異
な
る
複
数
の

医
師
の
定
期
的
な
訪
問
で
在
宅

医
療
を
支
え
て
い
る
例
が
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
あ

る
」が
28
・
0
％
、「
な
い
」が

72
・
0
％
（
図
6
）。

　
⑧
上
記
⑦
で
「
あ
る
」
を
選

ん
だ
30
人
に
、
現
在
ど
の
よ
う

に
算
定
し
て
い
る
か
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
一
方
は
訪
問
診
療

料
、他
方
は
基
本
診
療
料
+
往

診
料
を
算
定
」
が
43
・
3
％
、

「
双
方
と
も
訪
問
診
療
料
を
算

定
」
が
26
・
7
％
、「
自
分
は

訪
問
診
療
料
を
算
定
、
他
医
の

算
定
点
数
は
わ
か
ら
な
い
」が

26
・
7
％
、「
一
方
は
訪
問
診
療

料
、
他
方
は
基
本
診
療
料
の
み

を
算
定
」が
3
・
3
％（
図
7
）。

　
⑨
上
記
⑧
で
「
双
方
と
も
に

訪
問
診
療
料
を
算
定
」「
一
方

無回答 1.9％

少ない 9.3％

やや少ない
20.6％

適当数 48.6％

やや多い
14.0％

多い 5.6％

知らなかった
17.8％ 知っている

82.2％

自分は訪問診療料
を算定しているが、
他医の算定点数は
分からない 26.7％

一方は訪問
診療料、他
方は基本診
療料のみで 3.3％

一方は訪問診療料、
他方は基本診療料＋
往診料で 43.3％

双方ともに
訪問診療料を
算定 26.7％

無回答 5.6％今の取扱い
7.5％

1人目は833点、
2人目以降は
203点 19.6％

全員 833点に
一本化すべきだ
67.3％

減らしたい 3.7％

増やすの
は無理
28.0％

少し余裕あり49.5％

まだ余裕あり
18.7％

無回答 3.7％点数格差があれば
当然対応は変わる
（点数に応じて濃淡
が出て当然）7.5％

点数格差があっても
対応は変わらない
（医療内容に差を付けない）88.8％

無回答 1.9％
減らしたい

2.8％

増やすのは
無理 24.3％

少し　　
余裕あり
51.4％

まだ余裕あり
19.6％

ない 72.0％

ある 28.0％

その他 9.5％

連携を
解消する
9.5％

連携を
維持する
81.0％

無回答 0.9％
少ない10.3％

やや少ない
23.4％

適当数 41.1％

やや多い
17.8％

多い 6.5％

無回答 3.7％格差があるの
は仕方がない
12.1％
施設による
格差は仕方ない
15.0％

人数による格差は仕方ない 9.3％

施設や人数により
点数に格差がある
のはおかしい。統
一すべきだ 59.8％

無回答 0.9％分からない
18.7％

何らかの指標が
必要であり、
やむを得ない
33.6％

倫理的に
おかしいので、
廃止すべき 46.7％

で
あ
っ
た
。

在
宅
患
者
訪
問

診
療
料
に
つ
い
て

　
①
17
年
3
月
に
訪
問
診
療

料
を
算
定
し
た
の
は
98
医
療

機
関
（
91
・
6
％
）、
算
定

患
者
総
数
は
3
7
8
7
。
平

均
患
者
数
は
38
・
6
人
、
中

央
値
は
20
・
5
人
。

は
訪
問
診
療
料
、

他
方
は
基
本
診
療

料
＋
往
診
料
で
算

定
」
を
選
択
し
た

21
人
に
、「
訪
問
診

療
料
の
算
定
は
1

医
療
機
関
に
限

定
」
と
い
う
規
定

が
厳
密
に
運
用
さ

れ
た
場
合
、
今
後

ど
う
対
応
す
る
か

質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
連
携
を
維
持

す
る
」
が
81
・
0

％
、「
連
携
を
解
消

す
る
」
が
9
・
5
％（
図
8
）。

　
⑩
全
員
に
「
同
一
日
に
同
一

建
物
居
住
者
を
複
数
人
診
療
し

た
場
合
、
2
0
3
点
に
低
減
さ

れ
る
が
、こ
れ
を
ど
う
思
う
か
」

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
全
員
8

3
3
点
に
一
本
化
す
べ
き
だ
」

が
67
・
3
％
（
図
9
）。

　
1
人
の
患
者
を
専
門
科
の
異

な
る
複
数
の
医
師
が
管
理
す
る

場
合
は
、
双
方
で
訪
問
診
療
料

の
算
定
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
機
能
強
化
型
在
宅

支
援
診
の
連
携
型
の
場
合
は
、

主
治
医
の
管
理
の
元
に
複
数
の

医
師
が
協
力
し
て
訪
問
診
療
に

あ
た
る
グ
ル
ー
プ
診
療
も
評
価

す
べ
き
で
あ
る
。さ
ら
に
、同
一

日
に
同
一
建
物
居
住
者
を
複
数

診
療
し
た
場
合
に
、
在
宅
患
者

訪
問
診
療
料
を
引
き
下
げ
る
取

扱
い
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
等
に
つ
い
て

　
①
2
0
1
7
年
3
月
に
在
医

総
管
、
施
設
総
管
を
算
定
し
た

の
は
96
医
療
機
関
、
算
定
患
者

総
数
は
3
1
9
2
人
。
平
均
患

者
数
は
33
・
3
人
、
中
央
値
は

19
人
。

　
②
単
一
建
物
で
1
人
に
算
定

し
て
い
た
の
は
93
医
療
機
関

（
87
・
0
％
）、
算
定
患
者
総
数

は
1
9
9
9
人
（
図
10
）。

　
③
単
一
建
物
で
2
〜
9
人
算

定
し
た
の
は
、
47
医
療
機
関
、

患
者
数
5
7
7
。
算
定
患
者
総

数
に
占
め
る
割
合
は
18
・
1
％

（
図
11
）。

　
④
単
一
建
物
で
10
人
以
上
算

定
し
た
の
は
、
18
医
療
機
関
、

患
者
数
6
1
6
人
。
算
定
患
者

総
数
に
占
め
る
割
合
は
19
・
3

％
（
図
12
）。

　
⑤
当
該
医
療
機
関
に
お
け
る

受
け
持
ち
患
者
数
（
全
体
数
）

の
印
象
は
、「
適
当
数
」が
41
・

1
％
、「
少
な
い
」「
や
や
少
な

い
」が
33
・
7
％
（
図
13
）。

　
⑥
今
後
受
け
持
ち
患
者
数

（
全
体
数
）
を
増
や
す
こ
と
が

可
能
か
に
つ
い
て
は
、「
少
し

余
裕
あ
り
」「
ま
だ
余
裕
あ
り
」

が
68
・
2
％
（
図
14
）。

　
⑦
上
記
⑥
で
「
ま
だ
余
裕
あ

り
」「
少
し
余
裕
あ
り
」を
選
択

し
た
73
人
に
、
何
人
く
ら
い
増

や
す
こ
と
が
可
能
か
質
問
し
た

結
果
、
⒜
重
症
患
者
に
つ
い
て

47
医
療
機
関
が
回
答
。平
均
3・

9
人
、
中
央
値
は
2
・
0
人
。

⒝
重
症
患
者
以
外
に
つ
い
て
69

医
療
機
関
が
回
答
。
平
均
9
・

6
人
、
中
央
値
は
5
・
0
人
。

　
⑧
上
記
⑥
で
「
減
ら
し
た

い
」
を
選
択
し
た
4
人
に
、
そ

の
理
由
を
質
問
し
た
結
果
、
全

員
が
「
点
数
が
低
く
意
欲
が
低

下
」「
16
年
度
改
定
で
点
数
が

低
く
な
っ
た
た
め
」
を
選
択
。

　
⑨
単
一
建
物
で
複
数
人
（
2

〜
9
人
、
10
人
以
上
）
の
患
者

の
在
医
総
管
、
施
設
総
管
を
受

け
持
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
49

人
に
「
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
」
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
79
・
6
％
が
「
施
設
か

ら
依
頼
を
受
け
た
（
給
与
等
は

な
い
）」
と
回
答
（
図
15
）。

　
⑩
全
員
に
在
医
総
管
・
施
設

総
管
の
点
数
格
差
に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
施
設
や
人
数

に
よ
り
点
数
に
格
差
が
あ
る
の

は
お
か
し
い
。
統
一
す
べ
き
」

が
59
・
8
％
（
図
16
）。

　
⑪
点
数
格
差
に
よ
り
、
患
者

の
対
応
に
格
差
を
付
け
る
か
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
対
応
は
変
わ

ら
な
い
（
医
療
内
容
に
差
を
付

け
な
い
）」が
88・8
％（
図
17
）。

　
⑫
機
能
強
化
型
在
宅
支
援

診
・
支
援
病
院
の
施
設
基
準
で

あ
る
看
取
り
数
の
実
績
要
件
に

つ
い
て
、「
倫
理
的
に
お
か
し

い
の
で
、
廃
止
す
べ
き
」
が

46
・
7
％
（
図
18
）。

　
在
宅
・
施
設
で
療
養
す
る
患

者
の「
総
合
的
な
医
学
管
理
」を

行
う
こ
と
に
違
い
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
点
数
に
格
差
が

あ
る
の
は
明
ら
か
な
不
合
理

だ
。
同
一
月
に
単
一
建
物
居
住

者
を
複
数
診
療
し
た
場
合
に
引

き
下
げ
る
取
扱
い
は
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
総
管

は
、
在
医
総
管
の
点
数
に
引
き

上
げ
て
一
本
化
す
べ
き
で
あ
る
。

回答者１人当たりの
平均患者数は25人
中央値は12.5人

回答者１人当たりの
平均患者数は27.1人
中央値は10人

平均患者数は21.5人
中央値は11.0人

平均患者数は12.3人　中央値は 6人
１建物当たりの平均患者数は6.3人

平均患者数は34.2人　中央値は23人
１建物当たりの平均患者数は20.5人

図 3 訪問診療回数をどう思うか

図 5 １ 医療機関に限定の認知度

図 7  複数医療機関での訪問診療の
算定方法

図 9 同一建物居住者203点の取扱い

図 14  受け持ち患者を増やすこと
が可能か

図 17 点数格差で対応が変わるか

図 4  訪問診療の件数を増やす 
ことが可能か

図 2 同一建物居住者の訪問建物数の内訳 図 1 同一建物１人訪問の人数の内訳

図 10 「単一建物に１人」の算定人数

図 11 「単一建物に 2 ～ 9人」の建物数

図 15  単一建物で複数人数を受け持つようになった
きっかけ

図 12 「単一建物に10人以上」の建物数

図 6  専門科の異なる複数の医師の
定期的な訪問

図 8  １医療機関に限定が厳密に 
運用された場合の対応

図 13  受け持ち患者数（全体数）
について

図 16  在医総管等の点数格差を 
どう思うか

図 18 施設基準の看取り数について
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在
宅
医
療
点
数
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

対
象
期
間
＝
17
年
4
月
20
日
〜
5
月
8
日

対
　
　
象
＝ 

京
都
府
内
の
在
宅
療
養
支
援
診
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を
届
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出
て
い
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3
3
7
診
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（
会
員
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非
会
員
問
わ
ず
）

回 

収 

数
＝
1
0
7
通
（
回
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率
＝
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・
7
％
）
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調
査
中
の
数
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全
て
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年
3
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時
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の
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の
。
詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
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）
に
掲
載
し
て
い
る
。

点
数
格
差
は
明
ら
か
な
不
合
理



　2018年度からの新たな医療計画策定に向け、京都府
医療審議会・計画部会での議論が進んでいる。第２・
３回は、「保健医療計画の各項目に係る取組の方向性
について」が議論された。「各論」にあたる部分だ。
　さらに各２次医療圏では昨年設置された地域医療構
想調整会議と地域保健医療協議会の合同会議が開催さ
れ、地域ごとの現状と課題整理に向けた議論も同時に
進む。12月中間案とりまとめ、医療審議会の答申案ま
とめを経て、18年３月の計画決定が目指されている。

国の政策反映する医療計画改正の変遷

　医療計画の根拠法である医療法は1948年に制定され
た。終戦後、医療機関の量的整備が急務とされ、医療
水準の確保を図るため、病院の施設基準や人員基準を
規律することを目的としていた。50年に医療法人制度
創設、62年の議員立法による公的医療機関の病床規制
導入があったものの、全体としては40年近く医療法の
性格が大きく変わることはなかった。
　転機は、1985年の法改正による医療計画導入だ。
　厚労省資料は、その意図を次のように簡潔に書いて
いる。「医療施設の量的整備が全国的にほぼ達成され
たことに伴い、医療資源の地域偏在の是正と医療施設
の連携の推進」。量的整備から偏在是正と医療機関連
携へ。今日にまでつながる国の政策がすでに示され、
そのツールとして医療計画は導入された。病床過剰地
域における開設・増床の中止を勧告する権限を都道府
県知事に与えたのもこの時である。以来医療法は、
2014年の第６次改正に至るまで、めまぐるしく改正さ
れ、より具体的に都道府県内の医療提供体制の枠組み
を規定するものへとバージョンアップされ続けてき
た。
　2006年の第５次医療法改正では４疾病（がん・脳卒
中・心筋梗塞・糖尿病）・５事業（救急医療・災害医
療・へき地医療・小児医療・周産期医療）の医療連携
が、医療機関名も入れる形で盛り込まれることなっ
た。以降、公のみでなく民間医療機関の役割も実名で
計画に書き込まれるようになる。
　その後、社会保障・税一体改革の時期である11年の
医療法改正注）では、急性期をはじめ医療機能の強化、
病院・病床機能の役割分担・連携の推進、在宅医療の
強化が講じられた。この際、精神疾患が加えられ５疾
病になり、「指標により、医療資源・医療連携等に関
する現状を把握した上で課題の抽出、数値目標を設
定、施策等の策定を行い、その進捗状況等を評価し、
見直しを行う」＝疾病・事業ごとのＰＤＣＡサイクル
の推進が強化されることになる。
　そして、現在策定作業中の医療計画には14年の第６
次改正が反映される。
　一足先に実施された病床機能報告制度・地域医療構
想・地域医療介護総合確保基金・地域医療構想調整会
議といった新たな仕組みも、医療計画の実効性強化に
つながるものである。

第７次医療計画策定に向けた
京都府の見直しポイント

　第７次医療計画の特質は大きくいって二つ指摘でき
る。一つは地域医療構想・地域包括ケア実現ツールと
しての意義が加わること。もう一つは、新たな医師偏
在解消策の記述である。
　京都府の第１回部会で配布された「京都府保健医療
計画の見直し事項」に、ポイントが挙げられている。
　第１部総論では、第２章「計画の性格と期間」に

「平成30年度から35年度までの６か年計画」とあ
る。第７次医療計画の期間は従来の５年から６年
に変更され、介護保険事業計画（３年１期）、医
療費適正化計画（18 年度から６年１期）、診療報
酬・介護報酬同時改定と期間が同じになり、相互
に整合性が図られる。
　第３章「計画の基本方向」は、①急性期から回
復期、慢性期までを含めた一体的な医療提供体制
の構築②疾病・事業横断的な医療提供体制の構築
③５疾病・５事業（および在宅医療）に係る指標
の見直し等による政策循環の見込みの評価④介護
保険事業（支援）計画等の他計画との整合性確保
―が挙げられた。
　第５章「基準病床数」は、地域包括ケア構想に
おける需要数と基準病床数との考え方の整理。17
年３月31日の厚労省医政局長通知「医療計画につ
いて」は構想区域と２次医療圏が異なっている場
合には構想区域に２次医療圏を合わせることの他、今
後高齢者人口の増加が近づく地域では医療需要の増加
を毎年検討し、基準病床数見直しを毎年検討するよう
求めている。
　第２部各論では、第１章「地域の保健医療を支える
人材の育成・基盤の整備」「１保健医療従事者の確保・
養成」につき、地域医療対策協議会で協議することに
加え、医師需給分科会等の議論を踏まえた見直し、都
道府県における主体的な医師偏在是正の取り組みの促
進（新専門医制度を活用した医師確保対策、地域医療
支援センター機能強化＝キャリア形成プログラム、へ
き地における医師確保、若手医師のアプローチ）、働
き方改革（長時間労働等）が挙げられた。この項につ
いては、医師需給分科会を受けた国の「医療計画の見
直し等に関する検討会」が、法改正を要しない新たな
偏在是正策は第７次計画からの導入を目指す方針を示
しており、今後の議論に注視が必要である。
　第２章「患者本位の安心・安全な医療体制の確立」、
第３章「健康づくりから医療　介護まで切れ目のない
保健医療サービスの提供」は、５疾病・５事業につい
ての検討である。このうち、がん・歯科・肝炎・認知
症・精神・医療的ケアが必要な児童については「対策
協議会」で協議するとされる。

府・計画部会の議論状況

　第２回部会（８月10日）では、医療従事者の確保、
小児医療・周産期医療・救急医療・災害医療、医療・
医薬品の安全確保、脳卒中・心血管疾患について議論
された。京都府は、各項目について「調書」を示して
いる。調書は、「取組状況」「課題」「対策の方向性」
を整理しており、医療従事者の確保の項では課題に①
地域偏在の解消②地域医療に従事する医師のキャリア
形成支援③医師にとって働きやすい職場環境の整理―
を挙げている。出席者からは、「医療勤務環境の改善
に関して、医師が多い地域や医療機関は、当直業務や
長時間労働等の改善に取り組めるが、医師が少ないと
ころは改善できないので、さらに医師偏在が進む懸念
がある」「今後のへき地医療を担う、総合診療医の育
成についても記載を」との意見が出された。
　また、脳卒中・心血管疾患については「死亡率の改
善は、診療体制によるところが大きい。一人の医師で
はなく、しっかりした体制をつくることが重要。人材
が集まった施設をつくると、若手医師もその施設に従
事しやすくなると思うので、新しい保健医療計画に盛
り込んではどうか」等の指摘があった。

　第３回部会も各論を議論。在宅医療、健康づくりの
推進、がん・脳卒中・心血管疾患・糖尿病、精神疾
患・認知症、発達障害・高次脳機能障害・難病等、肝
炎・感染症・健康危機管理と多岐にわたるテーマで議
論された。また前述した関連する「対策協議会」の状
況も報告された。
　何れにせよ、内容の膨大さに対し、時間不足の印象
は拭えない。

地域における議論状況と
京都府に求められる姿勢

　医療圏ごとの地域医療構想調整会議と地域保健医療
協議会の合同会議での議論も並行して進む。すでに、
丹後・中丹・南丹・京都市・山城北・山城南で開催さ
れ（乙訓は全体を集めた会合は開催していない）、５
疾病・５事業の医療連携を中心に議論がなされた。次
回は10月開催が予定されている。
　従来から保健所が事務局となり、各圏域の地域保健
医療協議会が設置され、府の医療計画策定にあわせ
て、「地域における主な課題と対策」がまとめられて
きた。地域医療構想策定を前に、調整会議が設立され
たことで、協議会の多くが調整会議と合同で開催され
ることとなった。
　従来京都市・乙訓圏域では、京都市が協議会に参加
しない形で進められており、そのことが京都市の医療
問題を見えにくくしていたと言わざるを得ない。その
意味で府主導で京都市域の調整会議が開催されること
は意味深い。2018年度を前に全市町村は否応なく医療
政策を担う立場になっている。行政と地域の医療者が
率直に意見を出し合える場は重要な意義を持つ。
　だが、地域の医療者や関係者が一堂に会しても、あ
くまで医療計画策定や地域医療構想実現という一定の
枠組みの中での議論となってしまうことに伴う限界が
生じる。
　ある医療圏の会議では医療者から、なぜ今日の課題
に専門医制度の問題が出ていないのか、この地域では
医師・医療従事者の確保が何よりも求められるのに議
論されないのはなぜなのか、と発言があった。
　京都府の医療計画のプランが、国の指示に基づくば
かりでなく、地域の医療問題の解決に役立つものであ
ること、そのために地域の声を徹底して聞くこと。府
当局（地域では保健所）がそうした前提に立った提案
をしてこそ、計画策定部会も地域での協議も意義ある
ものとなるはずである。

注）厚労省はこの改正を第～次とは呼んでいない

政
策
解
説

地域医療構想実現を視野に
第７次医療計画策定協議進む

今次計画の基準病床数設定の状況

基準病床数
Ａ

既存病床数
（H24.12現在）

Ｂ

差引
Ｂ－Ａ

① 療養・一般
病床

丹　後 1,257 1,180 △77

中　丹 2,143 2,119 △24

南　丹 1,392 1,370 △22

京都・乙訓 15,370 19,694 4,324

山城北 3,836 3,766 △70

山城南 788 667 △121

府合計 24,786 28,796 4,010

②精神病床 5,728 6,376 648

③結核病床 300 300 0

④感染症病床 38 38 0

※ 療養・一般病床は２次医療圏ごと、精神病床、結核病床及び感染症
病床は府全域で設定

 出典：京都府保健医療計画の概要（京都府）
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16
年
参
院
選
に
お
い
て
、
32

の
1
人
区
の
う
ち
11
の
1
人
区

で
野
党
統
一
候
補
が
勝
利
。
得

票
率
な
ど
か
ら
み
て
敗
北
し
た

選
挙
区
で
も
前
進
し
て
お
り
、

安
倍
政
治
に
代
わ
る
選
択
肢
へ

の
国
民
の
期
待
が
顕
在
化
し
た

と
言
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
東
京
都
は
、

新
自
由
主
義
の
受
益
者
層
が
増

大
・
住
民
の
2
極
分
解
で
自
民

党
票
増
大
、
自
民
・
民
主
の
逆

転
が
お
こ
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
東
京
で
の
参
院
選
自
民
党

大
敗
の
要
因
は
、
共
謀
罪
強
行

採
決
、
加
計
学
園
、
森
友
問
題

に
み
ら
れ
る
行
政
私
物
化
へ
の

怒
り
の
爆
発
で
あ
る
。
確
か
に

背
後
に
は
、
安
倍
政
治
の
2
本

を
見
て
み
よ
う
。
共
同
は
、
自

公
比
例
合
計
得
票
率
と
野
党
合

計
得
票
率
の
差
を
ひ
っ
く
り
返

し
て
い
る
。
山
形
合
計
得
票
率

の
差
は
18
・
25
ポ
イ
ン
ト
、
青

森
14
・
39
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
の
大
逆
転
に
は
、
二
つ
の
要

因
が
見
て
取
れ
る
。
一
つ
は
、

野
党
統
一
候
補
へ
の
選
択
肢
と

し
て
の
期
待
で
あ
る
。
青
森
で

は
、
無
党
派
層
の
65
％
、
自
民

支
持
の
15
％
、
公
明
支
持
の
25

％
、
お
お
さ
か
維
新
支
持
の
62

％
が
、
山
形
で
は
、

無
党
派
の
79
％
、
自

民
支
持
の
29
％
、
公

明
支
持
の
38
％
、
維

新
の
67
％
が
野
党
統

一
候
補
に
投
票
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
持
層

を
投
票
に
結
び
つ
け

る
に
は
、
戦
争
法
反

対
の
地
域
で
の
共
闘

が
力
に
な
っ
て
い

る
。
東
北
6
県
市
町

村
長
九
条
の
会
が
統

一
候
補
に
精
力
的
な

調
整
を
行
っ
て
い
た

　
安
倍
政
治
に
代
わ
る
政
治
の
選
択
肢
・
対
抗
軸
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
7
月
の
都
議
選
は
そ
の
切
実
さ
を
示
し
た
が
、

安
倍
政
治
に
代
わ
る
選
択
肢
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。「
選
択
肢
」
に
は
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ

は
、「
対
抗
す
る
政
治
を
実
現
す
る
担
い
手
の
存
在
」、
も
う

一
つ
は
「
対
抗
す
る
政
治
の
構
想
（
中
身
）」
で
あ
る
。
協

会
と
福
祉
国
家
構
想
研
究
会
は
、
09
年
以
来
、
新
自
由
主
義

政
治
と
軍
事
大
国
化
に
代
わ
る
対
抗
構
想
づ
く
り
で
協
働

し
、
社
会
保
障
憲
章
・
基
本
法
、
医
療
、
財
政
、
教
育
、
雇

用
、
安
保
の
な
い
日
本
と
い
っ
た
分
野
で
の
成
果
を
ま
と
め

公
表
し
て
き
た
。
し
か
し
現
実
は
全
く
逆
の
方
向
に
動
き
、

日
米
共
同
作
戦
、
安
倍
九
条
改
憲
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
っ

た
事
態
が
現
実
で
あ
る
。
今
は
、
そ
の
現
実
か
ら
出
発
し
て

終
着
点
に
接
近
す
る
道
を
探
ら
ね
ば
、
会
員
や
国
民
の
切
実

な
期
待
に
応
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。「
対
抗
す
る
政
治

実
現
の
担
い
手
」「
対
抗
す
る
政
治
の
構
想
」、
こ
の
二
つ
の

課
題
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。
そ
の
問
題
意
識
の
も
と
7
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会
か
ら
、
渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉

教
授
に
よ
る
講
演
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

び
悩
ん
だ
。そ
の
結
果
、安
倍
不

信
の
受
け
皿
と
な
り
得
な
か
っ

た
（
共
産
党
2
議
席
増
・
得
票

率
現
状
維
持
、
民
進
党
激
減
、

社
民
党
議
席
0
）。都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
躍
進
は
、
安
倍
政
治
に

対
す
る
幻
滅
の
深
さ
と
、
対
抗

軸
の
欠
如
の
裏
返
し
で
あ
り
、

安
倍
政
治
に
代
わ
る
選
択
肢
と

し
て
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
い

（
7
月
24
日
付
毎
日
世
論
調
査

（
安
倍
一
強
に
つ
い
て
）：
自
民

党
の
安
倍
に
代
わ
る
人
31
％
、

野
党
か
ら
25
％
、
新
し
い
政
党

23
％
、
安
倍
続
投
7
％
）。

い
ま
、
安
倍
政
治
に
対
す
る

選
択
肢
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　
安
保
法
（
戦
争
法
）
反
対
の

共
同
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
、
安

倍
政
治
に
代
わ
る
選
択
肢
＝
担

い
手
と
な
る
力
を
持
っ
た
と
言

え
る
。
こ
の
選
択
肢
へ
の
期
待

は
ど
う
現
れ
た
か
。
東
北
5
県

市
民
と
野
党
の
共
闘
は
ど
こ
ま
で
来

た
か 

― 

選
択
肢
・
対
抗
軸
の
現
在

し
、
市
民
連
合
な
ど
市
民
と
野

党
の
共
闘
組
織
が
組
織
さ
れ
て

い
る
。

　
で
は
、
こ
の
戦
争
法
反
対
・

廃
止
の
共
同
は
、
な
ぜ
16
年
参

院
選
で
安
倍
政
治
を
倒
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
？
　
そ
れ
は
、「
連
合
」

や
民
進
党
の
一
部
が
言
う

よ
う
な
「
共
同
の
せ
い
」

で
は
な
く
、「
共
同
の
弱

さ
の
せ
い
」
で
あ
る
。

「
受
け
皿
」
組
織
は
作
れ
た

が
、
そ
の
受
け
皿
は
複
数
区
を

抱
え
る
大
都
市
圏
で
は
で
き

ず
、
欠
け
て
い
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
要
因
と

安
倍
改
憲
阻
止
の
共
同
か
ら
、
安
倍

政
治
に
代
わ
る
野
党
連
合
政
権
へ

な
ぜ
い
ま

野
党
連
合
政
権
か
？

　
安
倍
政
治
の
「
悪
政
阻
止
」

に
は
一
点
共
同
で
闘
え
る
が
、

「
安
倍
政
治
に
代
わ
る
政
治
を

実
現
す
る
」
に
は
、
国
民
の
多

く
が
支
持
す
る
新
し
い
選
択
肢

＝
野
党
連
合
政
権
し
か
な
い
。

直
近
の
選
挙
結
果
に
表
れ
て
い

る
国
民
の
支
持
の
方
向
性
か
ら

見
て
、
民
進
党
が
再
生
す
る
道

は
こ
れ
し
か
な
い
し
、
共
産
党

が
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
道
も

こ
れ
し
か
な
い
。

終
着
点
の
異
な
る
政
党

同
士
は
連
合
で
き
な
い

か
？

　
こ
の
連
合
政
権
論
に
は
、
民

進
党
内
か
ら
の
反
対
が
根
強

い
。
全
く
性
格
の
異
な
る
政
党

が
連
合
政
権
を
組
む
こ
と
は
あ

り
え
な
い
と
い
う
。
反
対
論
者

は
、
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

＝
党
の
終
着
駅
の
打
ち
出
し
と

連
立
は
相
反
す
る
も
の
と
と
ら

え
て
い
る
。
し
か
し
、
終
着
点

が
違
っ
て
も
途
中
駅
ま
で
方
向

が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
共
同
は

で
き
る
し
、
し
な
け
れ
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
も
達
成
は
で
き
な

い
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経

験
に
学
ぶ
べ
き
だ
。
政
権
共
同

は
政
治
実
現
の
力
を
確
保
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は

安
倍
改
憲
阻
止
の
広
範
な
共
同

の
立
ち
あ
げ
を
急
ぐ
こ
と
。
そ

の
共
同
に
参
加
す
る
中
で
民
進

党
も
共
産
党
も
変
わ
る
。

　
次
の
総
選
挙
は
、
国
民
世
論

の
動
向
か
ら
見
て
、
安
倍
政
治

に
代
わ
る
政
治
が
正
面
か
ら
問

わ
れ
る
公
算
が
高
い
。
福
祉
と

憲
法
実
現
の
野
党
連
合
政
権
構

想
を
掲
げ
て
、
野
党
連
合
で
闘

え
る
か
が
勝
負
だ
。

し
て
、「
受
け
皿
」
に
盛
る
料

理
が
、
戦
争
法
（
安
保
法
）
反

対
・
廃
止
と
い
う
「
平
和
」
の

料
理
だ
け
で
あ
り
、
国
民
に

と
っ
て
は
不
十
分
で
、
貧
弱
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。「
平

和
」
だ
け
で
は
な
く
、「
暮
ら

し
」
と
の
二
つ
の
柱
で
押
し
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
の
部
分
で
安
倍
政
治

に
代
わ
る
選
択
肢
を
示
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

野
党
連
合
政
権
構
想
の

二
つ
の
柱

　
野
党
連
合
政
権
構
想
の
柱

は
、
以
下
の
二
つ
だ
ろ
う
。
第

一
の
柱
は
、
平
和
と
憲
法
。
改

憲
に
反
対
し
、
自
衛
隊
の
海
外

で
の
武
力
行
使
は
や
め
る
、
沖

縄
辺
野
古
の
米
軍
基
地
建
設
は

や
め
さ
せ
る
、
普
天
間
返
還
な

ど
が
そ
の
内
容
。
二
つ
目
の
柱

は
、
福
祉
と
憲
法
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
・
新
自
由
主
義
政
治
を
止

め
福
祉
国
家
を
つ
く
る
、
福
祉

国
家
型
財
政
へ
の
転
換
、
福
祉

国
家
型
民
主
的
行
政
機
構
・
裁

判
所
、
福
祉
国
家
型
地
方
自
治

体
へ
の
改
革
、
秘
密
保
護
法
・

共
謀
罪
な
ど
市
民
的
自
由
の
侵

害
法
制
の
廃
止
、
知
る
権
利
の

拡
充
な
ど
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
強
い「
国
民
の
意
思
」が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
点
で
民
主
党

政
権
は
決
定
的
な
誤
り
を
犯
し

た
。
民
主
党
政
権
の
「
料
理
」

は
福
祉
国
家
的
で
運
動
を
一
定

反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

基
本
的
に
国
民
に
依
拠
し
な
い

非
民
主
的
な
あ
り
方
を
超
え
ら

れ
ず
、
担
い
手
は
自
分
た
ち
だ

け
と
い
う
脆
弱
さ
だ
っ
た
。
端

的
に
言
っ
て
、
民
主
党
は
、
国

民
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
。

鳩
山
政
権
は
解
散
、
総
選
挙
に

訴
え
、信
を
問
う
べ
き
だ
っ
た
。

　
こ
う
言
う
と
必
ず
、
そ
れ
で

負
け
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
反
論
が
く
る
が
、
日
本
は
軍

事
独
裁
政
権
や
一
党
独
裁
の
国

で
は
な
い
。
民
主
主
義
の
法
治

国
家
で
あ
る
。
選
挙
を
通
じ
て

し
か
政
治
は
変
え
ら
れ
な
い
。

選
挙
を
通
じ
て
国
民
に
選
択
肢

を
提
示
し
、
考
え
て
も
ら
う
機

会
を
作
り
、
世
論
を
育
て
る
以

外
に
我
々
の
歩
い
て
い
く
道
を

変
え
る
方
法
は
な
い
。

　
各
党
は
自
ら
の
終
着
駅
を
横

に
置
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

国
民
の
前
に
明
示
し
、
そ
の
目

指
す
社
会
像
に
つ
い
て
各
党
間

で
大
い
に
議
論
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
安
倍
政
治
に
代

わ
る
新
し
い
受
け
皿
政
権
は
、

ど
こ
ま
で
は
一
致
し
、
ど
こ
か

ら
は
一
致
し
な
い
の
か
。
途
中

駅
ま
で
の
目
標
を
国
民
に
わ
か

る
形
で
示
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
、
安
倍
政

治
に
代
わ
る
選
択
肢
を
具
体
化

す
る
作
業
で
あ
る
。

　
後
記
　

　
こ
の
講
演
録
の
編
集
作
業
中

に
、
安
倍
首
相
に
よ
る
衆
議
院

解
散
報
道
が
出
さ
れ
た
。
安
倍

首
相
は
、
①
消
費
税
増
税
の
税

収
使
途
変
更
に
よ
る
「
全
世
代

型
」社
会
保
障
の
実
現（
幼
児
教

育・保
育
無
償
化
等
）②
北
朝
鮮

へ
の
圧
力
強
化
路
線
の
継
続
③

憲
法
へ
の
自
衛
隊
の
根
拠
規
定

の
明
記
―
こ
の
三
つ
を
争
点
に

す
る
つ
も
り
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
野
党
の
ス
タ

ン
ス
は
、
今
一
つ
は
っ
き
り
し

な
い
。
民
進
党
の
前
原
代
表

は
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
氏

の
主
張
の
模
倣
だ
と
批
判
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
、
例
え

ば
九
条
加
憲
問
題
に
つ
い
て

は
、
一
昨
年
成
立
し
た
安
保
法

（
戦
争
法
）
に
盛
り
込
ま
れ
た

武
力
行
使
の
新
3
要
件
が
違
憲

だ
と
す
る
認
識
を
示
し
た
う
え

で
、
違
憲
部
分
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
憲
法
と
合
致
し
、
日
米

間
で
遺
漏
な
く
対
応
で
き
る
か

議
論
し
た
い
と
述
べ
た
と
さ

れ
、
安
倍
加
憲
提
案
に
対
す
る

立
場
を
明
確
に
は
し
て
い
な

い
。（
読
売
・
9
・
20
）。

　
本
講
演
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

よ
う
に
、
国
民
の
政
治
を
変
え

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
実
現

す
る
実
践
的
な
活
路
は
、
今
の

政
治
の
問
題
点
に
対
し
て
当
面

合
意
で
き
る
政
策
で
連
携
、
一

致
し
て
連
合
を
組
み
、
国
民
に

信
を
問
う
以
外
に
な
い
。
そ
の

時
に
は
、
①
安
保
法
の
廃
止
・

九
条
加
憲
反
対
②
九
条
の
立
場

に
立
っ
て
北
朝
鮮
問
題
を
平
和

的
に
解
決
す
る
た
め
の
主
導
的

外
交
③
財
政
再
建
に
向
け
た
社

会
保
障
の
実
感
あ
る
拡
充
（
財

政
再
建
と
社
会
保
障
拡
充
は
、

あ
れ
か
こ
れ
か
で
は
な
い
）
―

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
多

く
の
国
民
は
、
北
朝
鮮
の
問
題

に
つ
い
て
、
軍
事
力
で
解
決
す

べ
き
問
題
な
の
か
と
い
う
疑
問

を
持
ち
、
む
し
ろ
九
条
の
平
和

主
義
の
立
場
で
の
平
和
の
実
現

を
願
い
、
社
会
保
障
に
つ
い
て

は
、
構
造
改
革
、
新
自
由
主
義

改
革
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た
制

度
の
再
建
、
強
く
、
充
実
し
た

社
会
保
障
を
望
ん
で
い
る
。
争

点
は
明
確
だ
。
戦
争
か
平
和

か
。
社
会
保
障
の
見
せ
か
け
の

充
実
か
真
の
充
実
か
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
安
倍
政
治
に
反

対
し
、
そ
の
転
換
を
求
め
る
我

々
は
、
対
抗
す
る
政
治
勢
力
の

大
同
団
結
を
強
く
求
め
て
い
る
。

柱
＝
新
自
由
主
義
と
安
保
法
・

改
憲
問
題
へ
の
怒
り
と
不
満
が

鬱
積
し
て
い
る
が
、
そ
の
爆
発

に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
証
拠
に
、
自
民
党
は
、

地
域
特
性
に
関
係
な
く
都
内
全

選
挙
区
で
満
遍
な
く
票
を
落
と

し
、
高
所
得
層
居
住
地
域
で
も

低
所
得
層
居
住
地
域
で
も
減
少

に
差
が
な
い
。

　
一
方
、
野
党
共
闘
派
は
全
都

レ
ベ
ル
で
の
共
闘
が
で
き
ず
伸

講
師
の
渡
辺
氏

安
倍
政
権
に
代
わ
る
選
択
肢
を
探
る

安
倍
改
憲
を
阻
む
共
同
か
ら

　
　
戦
争
法
廃
止
の
連
合
政
権
へ

福
祉
国
家
構
想
研
究
会
講
演
会

「国民の意思」を示す時と訴える渡辺氏
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医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
69

70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

ＤＣゴールドカードの
 ご案内

　京都クレジットサービス㈱と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会員は
個人・家族・法人カードとも年会費は永久無料
です。有利な特典も備えております。ぜひご利
用下さい。

年会費 永久無料

※ 詳細は本紙に同封している案内チラシを
ご参照下さい。

　今回の文化ハイキングは、東山区・東福寺界隈の史跡を訪ねて、案
内人とともに、秋の一日を、のんびりと過ごします。東福寺「通天
橋」を渡り「普門院」、「龍吟庵」、
「方丈」、「光明院」、「勝林寺」な
どをめぐります。昼食は「栗棘
庵」にて松花堂弁当を賞味。
　ご家族・スタッフの方お誘いあ
わせの上、ぜひご参加下さい。雨
具のご用意とともに軽装で歩きや
すい靴でご参加下さい。

日　時 11月5日（日）午前10時～午後３時頃（雨天決行）
参加費 会員5,000円、家族・従業員6,000円（拝観料、昼食代含む）
集　合 午前10時　ＪＲ・京阪「東福寺」駅改札口前
主　催 （有）アミス
協　賛 京都府保険医協会

お申込み・お問合わせは協会まで

先着定員20人・要申込

文化ハイキング ―― 東福寺界隈の
史跡を巡る

　
「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
」（
日
本
国
憲
法

前
文
）。

　
核
の
傘
と
は
、
核
保
有
国
（
米
国
な

ど
）
が
同
盟
国
（
日
本
な
ど
）
に
核
兵

器
の
抑
止
力
を
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
を
自
国
の
安
全
保
障
と
す
る
こ
と
。

　
2
0
1
7
年
7
月
7
日
、
国
連
は

「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る

条
約
」
を
採
択
し
た
。
被
爆

国
で
あ
り
な
が
ら
、
反
対
・

不
参
加
を
表
明
し
退
席
し
た

日
本
の
席
に
は
、「w

ish 

you w
ere here

」
と
書
か
れ
た

折
り
鶴
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
核
廃
絶
の
潮
流
は
、
そ
の
非
人
道
性

と
核
抑
止
論
批
判
に
あ
る
。
前
者
は

「
過
去
の
核
兵
器
使
用
や
実
験
の
経
験

は
、
そ
の
巨
大
で
制
御
不
可
能
な
破
壊

力
や
無
差
別
性
が
も
た
ら
す
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
人
道
的
結
果
を
示
し
て
い

る
」（
国
連
総
会
・
核
兵
器
の
人
道
上

の
結
果
に
関
す
る
共
同
声
明
）
と
し
て

核
廃
絶
論
の
最
大
多
数
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
後
者
は
、「
核
軍
縮
・
廃
絶

は
夢
だ
と
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
核
兵
器
が
安
全
を
保
証
す
る
と

か
、
一
国
の
地
位
や
威
信
を
高
め
る
と

い
っ
た
主
張
こ
そ
が
幻
想
だ
」（
潘
基

文
国
連
事
務
総
長
2
0
1
0
年
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
政
治
の
世
界
で
生

き
て
い
る
。
抑
止
力
と
は
何
か
。
他
国

の
攻
撃
に
対
し
、
そ
の
国
に
圧
倒
的
、

壊
滅
的
な
報
復
攻
撃
を
す
る
軍
事
力
を

保
持
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
と
脅
迫

し
、「
恐
怖
」
を
与
え
、
攻
撃
を
思
い

と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

現
実
的
に
は
核
兵
器
に
よ
る
以
外
に
は

あ
り
得
な
い
。
で
は
抑
止
力
の
何
が
問

題
か
。
相
手
国
よ
り
も
強
大
な
核
攻
撃

能
力
を
保
持
す
る
必
要
か
ら
、
際
限
の

な
い
軍
拡
競
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
何
よ
り
も
偶
発
的
な
核
戦
争
の

危
険
と
、
そ
れ
に
よ
る
緊
張
状
態
が
持

続
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
極
限

化
す
る
。
さ
ら
に
先
制
核
攻
撃
の
危
険

が
絶
え
ず
つ
き
ま
と
う
。
ま
た
、
テ
ロ

リ
ス
ト
の
組
織
は
分
散
し
市
民
社
会
に

潜
む
た
め
、
抑
止
力
が
働
か
な
い
ば
か

り
か
テ
ロ
リ
ス
ト
に
核
が
渡
っ
て
し
ま

う
危
険
が
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
抑
止
力
と

は
、
双
方
が
非
人
道
的
、

壊
滅
的
な
破
壊
を
与
え
る

と
い
う
「
恐
怖
」
に
基
づ

く
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ

れ
は
ま
さ
に
憲
法
の
「
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
」
を
侵
害
し
、
憲
法
の
理
念
に

真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
も
我
々
の
選
ぶ
べ
き
道

は
、
核
廃
絶
で
あ
り
、
ま
た
憲
法
の
持

つ
理
念
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
す
べ
て

を
堅
持
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。 

（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
び
ま
ん

性
リ
ン
パ
腫
の
治

療
を
目
的
に
入
院

中
で
、
脳
梗
塞
に

よ
り
右
片
麻
痺
で

あ
っ
た
。
勤
務
し

て
数
日
の
新
人
看

護
師
が
患
者
の
排
泄
を
介
助
し

た
後
、
ベ
ッ
ド
へ
誘
導
し
て
座

ら
せ
た
。
そ
の
際
に
患
者
は
ず

り
落
ち
る
よ
う
に
ベ
ッ
ド
か
ら

右
側
に
転
倒
し
て
右
大
腿
骨
頚

部
内
側
骨
折
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
腰
椎
麻
酔
下
で
人
工
骨
頭

置
換
術
を
施
行
。
術
後
は
リ
ハ

ビ
リ
を
開
始
し
て
、
内
科
に
転

科
し
た
。

　
患
者
側
は
、
当
初
は
強
く
医

療
機
関
側
を
問
責
す
る
姿
勢
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
介
護
に
関

し
て
事
故
前
よ
り
家
族
の
労
力

が
大
き
く
な
る
こ
と
を
認
識
し

始
め
、
ク
レ
ー
ム
を
言
う
に

至
っ
た
。

　
新
人
看
護
師
は
検
温
の
み
の

目
的
で
訪
床
し
た
が
、
患
者
が

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
使
用
し

た
い
と
の
希
望
か
ら
、
ト
イ
レ

介
助
を
1
人
で
行
っ
た
。
新
人

看
護
師
は
患
者
が
右
片
麻
痺
で

あ
る
等
の
身
体
的
状
況
を
十
分

に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
患

者
を
ベ
ッ
ド
に
座
ら
せ
る
際

に
、
臀
部
全
体
が
ベ
ッ
ド
に
か

か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
院

内
調
査
で
判
明
し
て
お
り
、
看

護
師
の
注
意
不
足
で
あ
っ
た
と

し
て
過
誤
を
認
め
謝
罪
を
し

た
。
仮
に
ベ
テ
ラ
ン
の
看
護
師

で
あ
れ
ば
、
患
者
の
状
態
を
考

慮
し
て
、
ベ
ッ
ド
に
座
ら
せ
る

場
合
も
よ
り
慎
重
に
行
い
、
今

回
の
よ
う
な
事
故
は
発
生
し
な

か
っ
た
と
考
え
た
。

　
今
後
、
新
人
看
護
師
に
対
し

て
は
、
予
定
外
の
看
護
を
す
る

場
合
は
、
先
輩
看
護
師
を
呼
ぶ

等
、
注
意
喚
起
を
徹

底
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
、
新

人
看
護
師
は
患
者
が

転
倒
し
た
こ
と
を
患

者
の
骨
折
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
報
告
し
な

か
っ
た
が
、
今
後
は
看
護
上
に

起
こ
っ
た
詳
細
に
わ
た
る
報
告

を
行
う
よ
う
に
注
意
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
か
ら
若
干
の
過
誤

　
Ｑ
、
8
月
診
療
分
か
ら
70
歳

以
上
の
高
額
療
養
費
制
度
が
変

更
に
な
り
、
所
得
区
分
が
一
般

の
方
に
つ
い
て
外
来
+
入
院

（
世
帯
）
の
上
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
数
回
該

当
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
多

数
回
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

は
、
8
月
診
療
分
か
ら
カ
ウ
ン

ト
を
始
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
多
数
回
該
当
の
カ
ウ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
7
年

7
月
ま
で
に
高
額
療
養
費
に
該

当
し
て
い
る
場
合
の
カ
ウ
ン
ト

を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
Q
＆
A

で
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
所

得
区
分
に
つ
い
て
は
現
役
並

み
・
一
般
・
低
所
得
の
い
ず
れ患

者
転
倒
、
新
人
看
護
師
に

現
場
教
育
と
注
意
喚
起
を
！

憲
法
と
核
の
傘

沖縄・辺野古
視察ツアーのご案内

〈目的〉　安倍首相による改憲の動きが急となり、「戦争できる国」つく
りも着々と進められるなか、沖縄県の民意と向き合わず辺野古の埋め立
てが強行されています。患者・国民の命と健康を守る医療者として、現
地視察を行うとともに地元住民と連帯し平和への思いを共有します。

初　日 伊丹発➡ホテル着後は自由時間➡夜は学習・懇親会
２日目 平和ガイドとともに辺野古➡嘉手納基地等を視察➡夜･伊丹解散
 ※ 旅費および宿泊費は自己負担していただきます。費用はわかりしだ

いお知らせします。

申込みが12人になり次第、締め切らせていただきます。
お早めにご連絡下さい。

行　程

2018年

2月11日（日）～
　 12日（月・祝）

の
区
分
で
の
支
給
で
あ
っ
て

も
、
回
数
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※
参
考
「
高
額
療
養
費
制
度

の
見
直
し
に
関
す
る
Q
＆
A
」

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
2
0
1
7

年
7
月
号11月10日

発刊予定

会員価格 3,200円
発行元
京都府保険医協会

Now P
rinting

が
認
め
ら
れ
た
。

　
①
患
者
が
右
片
麻
痺
で
あ
る

等
、
身
体
的
要
因
も
今
回
の
事

故
の
要
因
で
あ
る
②
新
人
看
護

師
は
ト
イ
レ
介
助
を
1
人
で
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
転
倒
の

報
告
の
遅
れ
等
、
ト
イ
レ
介
助

を
甘
く
見
て
い
た
可
能
性
が
高

い
③
患
者
が
右
片
麻
痺
で
あ
る

等
、
看
護
対
象
の
患
者
の
状
態

を
十
分
に
確
認
し
な
か
っ
た
た

め
の
事
故
で
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
一
部
、
賠
償

責
任
を
認
め
て
賠
償
金
を
支
払

い
示
談
し
た
。

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 2 5 日 第 3 0 1 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 7 ) 毎月10日･25日発行



　
2
0
1
7
年
4
月
半
ば
、
第

69
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
出

席
の
た
め
広
島
に
旅
立
っ
た
。

他
の
日
本
の
都
市
が
更
新
（
上

書
き
）
に
つ
ぐ
更
新
（
上
書

き
）
で
過
去
は
跡
か
た
も
な
く

消
え
去
っ
て
し
ま
う
の
に
比
べ

広
島
は
世
界
で
初
め
て
原
爆
の

惨
禍
を
被
っ
た
都
市
と
い
う
こ

と
も
あ
り
い
つ
も
1
9
4
5
・

8
・
6
に
寄
り
添
い
現
在
の
刻

と
そ
の
刻
と
が
振
り
子
の
よ
う

に
往
復
し
て
い
る
よ
う
だ
。
路

面
電
車
が
動
い
て
い
る
の
が
ま

た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
と
り
わ

け
広
島
の
そ
れ
は
原
爆
か
ら
の

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
だ
か
ら

当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
。
現

代
の
ス
ピ
ー
ド
崇
拝
に
抗
す
る

か
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た

リ
ズ
ム
が
心
に
安
寧
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
。
京
都
の
市
電
に

は
学
生
時
代
に
随
分
お
世
話
に

な
っ
た
が
今
や
現
役
の
姿
は
な

く
梅
小
路
で
過
去
の
遺
残
を
見

る
の
み
で
あ
る
。
実
は
原
爆
の

第
一
候
補
地
だ
っ
た
京
都
が
原

爆
の
惨
禍
を
免
れ
た
市
電
を
結

局
の
と
こ
ろ
手
放
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
か
も

し
れ
な
い
。
電
車
が
通
る
都
市

は
そ
の
路
面
を
か
す
め
ゆ
く
快

い
響
き
と
と
も
に
落
ち
着
か
な

く
通
り
過
ぎ
る
車
と
は
対
照
的

な
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
視
覚
的
に

も
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
と
私
は
思

う
。

　
原
爆
ド
ー
ム
を
見
る
観
光
客

は
こ
こ
で
も
大
半
が
外
国
人

だ
。
太
田
川
ぞ
い
の
カ
フ
ェ
も

占
拠
さ
れ
て
口
々
に
高
い
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
ほ
う
ば
っ
て
い

た
。
わ
た
し
は
ほ
う
ほ
う
の
体

で
そ
の
場
か
ら
離
れ
、
広
島
名

物
の
焼
き
牡
蠣
の
店
に
ぶ
ら
り

と
入
っ
た
。
懇
親
会
が
あ
る
の

で
小
腹
を
養
う
た
め
に
焼
き
牡

蠣
2
皿
の
み
を
注
文
す
る
と
店

員
は
少
し
変
な
表
情
を
浮
べ
た

よ
う
だ
っ
た
。
豊
か
な
牡
蠣
肉

は
広
島
な
ら
で
は
の
芳
醇
な
味

で
懇
親
会
の
前
菜
と
し
て
は

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。
懇
親
会
場

で
、
す
ぐ
さ
ま
同
級
生
と
会
う

が
あ
ま
り
お
互
い
変
化
が
な
さ

そ
う
な
の
は
結
構
煩
雑
に
あ
っ

て
い
る
か
ら
な
の
か
？　
思
え

ば
同
世
代
の
産
婦
人
科
入
局
は

6
人
だ
が
今
で
も
現
役
を
続
け

て
い
る
の
は
3
人
の
み
で
そ
の

う
ち
分
娩
を
ま
だ
や
っ
て
い
る

の
は
た
っ
た
一
人
だ
け
な
の

だ
。
す
で
に
他
界
し
た
人
も
2

人
い
る
。
最
も
祝
祭
的
な
学
会

の
た
め
か
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

ひ
ょ
こ
っ
と
知
人
に
会
え
て
言

葉
を
交
わ
す
の
が
う
れ
し
い
。

で
も
従
来
か
ら
の
知
人

だ
け
で
な
く
新
し
い
友

人
と
も
知
り
合
い
に
な

り
た
い
も
の
だ
。
そ
れ

に
は
演
者
に
対
す
る
質
問
が
近

道
で
あ
る
。
学
会
2
日
目
の
昼

過
ぎ
の
時
間
を
県
立
美
術
館
に

隣
接
す
る
縮
景
園
に
遊
ん
だ
が

散
り
ゆ
く
桜
が
見
事
で
瞬
く
間

に
葉
桜
に
変
貌
し
た
。
い
つ
も

な
が
ら
の
潔
さ
で
、
わ
た
し
も

か
く
あ
り
た
い
な
と
思
い
を
強

く
し
た
も
の
だ
。 

（
お
わ
り
）

保険医年金 秋の普及期間
始まりました

普及期間 9月1日～10月20日まで
加入日 2018年1月1日付

ご加入・増口をご検討の場合は、協会事務局までご連絡下さい。
保険医年金パンフレットをお送りします。

保険医年金は六つの生命保険会社により運営され、「安全」「安定」
「安心」で長期に着実に積み立てられる制度です。先生のライフ
プランにあわせて柔軟にご活用いただけます。

月　払：1 口    1万円 （30口 30万円まで）

一時払：1 口 50万円 （普及期間ごと40口 2,000万円まで）

予定利率 1.259％
1.361％

（2017年 9月 1日現在）

2016年度 実績利回り

　
◇
労
働
の
提
供
が
な
か
っ
た

時
間
分
だ
け
賃
金
を
引
く
こ
と

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

　
遅
刻
や
早
退
、
欠
勤
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
、
労
働
の
提
供

の
な
か
っ
た
時
間
や
日
に
限
っ

て
賃
金
を
差
し
引
く
こ
と
、
労

働
者
が
自
ら
の
都
合
で
労
働
し

な
か
っ
た
そ
の
部
分
に
対
し
て

は
、
賃
金
債
権
は
発
生
し
な
い

の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
の
原

則
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
時
間
や
日
に
つ
い
て
も
賃

金
を
支
払
う
と
い
う
特
約
で
も

な
い
限
り
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
遅
刻
5
分
で
も
10
分

で
も
切
り
上
げ
て
30
分
と
み
な

し
て
減
額
す
る
場
合
は
、
労
働

の
提
供
の
な
か
っ
た
時
間
を
超

え
る
カ
ッ
ト
で
す
の
で
、
賃
金

の
全
額
払
い
に
反
し
、
違
法
と

な
り
ま
す
。

　
◇
減
給
の
制
裁
と
し
て
行
う

場
合
は

　
労
基
法
は
、
減
給
の
制
裁
に

つ
い
て
「
就
業
規
則
で
、
労
働

者
に
対
し
て
減
給
の
制
裁
を
定

め
る
場
合
は
、
そ
の
減
給
は
、

1
回
の
額
が
平
均
賃
金
の
1
日

分
の
半
額
を
超
え
て
、
総
額
が

一
賃
金
支
払
期
間
に
お
け
る
賃

金
の
総
額
の
十
分
の
一
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
就
業
規
則
中
に
制
裁
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
は
、

そ
の
制
裁
の
種
類
、
程
度
は
法

令
、
公
序
良
俗
、
労
働
協
約
に

反
し
な
い
限
り
使
用
者
が
任
意

に
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
賃
金
の
減
額
の
制
裁
は
、

多
額
で
あ
る
と
労
働
者
の
生
活

を
お
び
や
か
す
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
労
基
法
で
は
、
一
定
の

制
限
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
◇
遅
刻
3
回
で
1
日
分
の
賃

金
カ
ッ
ト
す
る
の
は
、
場
合
に

よ
っ
て
違
法
と
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す

　
遅
刻
3
回
に
見
合
っ
た
賃
金

カ
ッ
ト
分
の
合
計
が
本
人
の
賃

金
日
額
の
半
分
に
満
た
な
い
場

合
は
、
こ
れ
に
減
給
の
制
裁
分

と
し
て
の
平
均
賃
金
の
1
日
分

の
半
額
を
加
え
て
も
、
結
果
的

に
は
1
日
分
の
賃
金
カ
ッ
ト
と

は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
1
日
分

を
差
し
引
く
こ
と
は
法
違
反
に

な
り
ま
す
。

　
◇
問
題
の
あ
る
主
任
を
格
下

げ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、

給
与
の
低
下
は
問
題
な
い
か

　
看
護
師
部
門
、
受
付
部
門
等

職
員
の
人
数
が
ふ
え
た
と
き

は
、
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ
る

た
め
に
、
主
任
等
の
職
制
を
設

け
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。
問
題
は
そ
の
主
任
に
問
題

が
発
生
し
た
と
き
で
す
が
、
制

裁
と
し
て
主
任
を
降
格
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
然
給
与

に
つ
け
て
い
た
主
任
手
当
も
は

ず
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

と
き
の
給
与
低
下
は
主
任
降
格

に
よ
る
当
然
の
結
果
で
す
か

第
1
0
9
回
例
会

 

京
都
実
地
医
家
の
会

　
日　
時　
9
月
30
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜
6
時

　
場　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
階「
ヴ
ィ
オ
ラ
」

　
内　
容　
特
別
講
演
Ⅰ
「
現

状
の
糖
尿
病
治
療
を
踏
ま
え
た

今
後
の
治
療
薬
の
展
望
」
犬
飼

浩
一
氏
（
社
会
医
療
法
人
大
和

会
東
大
和
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
長
）／
特
別
講
演
Ⅱ
「
乳

腺
手
術
に
お
い
て
懸
案
と
な
っ

て
い
る
二
事
項
に
つ
い
て
」
霞

富
士
雄
氏
（
日
本
乳
癌
学
会
名

誉
会
長
）

　
共　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
5

8
1
・
0
0
2
4　
医
療
法
人

社
団
片
岡
医
院
）、
大
正
富
山

医
薬
品
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
会

費
1
0
0
0
円
（
当
会
入
会
金

1
0
0
0
円
、年
会
費
不
要
）。

会
終
了
後
に
意
見
交
換
の
場
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
受
講

単
位
：
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：〈
講
演
Ⅰ
〉
76
：

糖
尿
病
1
単
位
、〈
講
演
Ⅱ
〉

1
：
医
師
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
0
・
5
単
位
、
15
：
臨

床
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
0
・

5
単
位

　
最
近
、
雇
用
や
従
業
員
定
着
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
医
療

機
関
が
多
く
、
協
会
に
も
数
多
く
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
医
院
で
の
雇
用
問
題
は
、
労
働
法
規
や
実
務
に
お
い
て

留
意
点
を
お
さ
え
、
対
策
を
と
っ
て
お
け
ば
未
然
に
防
げ
る

場
合
も
あ
る
。『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
』（
保
団
連
発
行
）

の
全
体
監
修
と
協
会
の
雇
用
管
理
講
習
会
で
講
師
を
つ
と
め

る
桂
好
志
郎
社
会
保
険
労
務
士
に
、
今
月
か
ら
毎
月
1
回

（
全
10
回
）
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
。
医
院
の
雇
用
管
理
に
お

役
立
て
い
た
だ
き
た
い
。

ご自身の病院・診療所で
接遇研修をしませんか？

お問合わせは、保険医協会（☎075-212-8877）までお問合わせは、保険医協会（☎075-212-8877）まで

 派遣元：㈱ＪＡＰＡＮ・ＳＩＱ協会

ら
、
減
給
の
制
裁
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
降
格
に
つ
い
て
は

就
業
規
則
な
ど
で
定
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
下
さ
い
。

経験豊かな
講師を
派遣します

広
島
と
い
う
都
市

阿部　純（宇治久世）

土地土土土 6

10月のレセプト受取・締切

基金
国保

９日
（月・祝）

10日
（火） 労災

10日
（火）

○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～
　　　　　 17時15分　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

●プロフィール
京都府社会保険労務士
会登録。『月刊保団連・
臨時増刊』「医院経営と
雇用管理」（全体監修）、
『大阪保険医雑誌・臨時
増刊』「やる気を引き出
す雇用管理」など、著書
も多数。

書籍案内

ご希望の日時・内容を
事前にお伺いします。
費用など、お気軽に
お問い合わせ下さい。
  研修例
•患者さんからのクレーム応対研修
•電話対応研修
•リーダー研修　など
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１冊
1,500円（送料込）
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